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昨
年
、日
本
創
生
会
議（
議
長
増
田
寛

也
氏
）に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た「
消
滅
可
能

性
都
市
８
９
６
」（
中
央
公
論
12
月
号
）と
、

続
く「
地
方
消
滅
」（
東
京
一
極
集
中
が
招

く
人
口
急
減：中
公
新
書
）は
、衝
撃
を
与

え
る
と
同
時
に
大
き
な
話
題
と
な
っ
て
い

る
。

　
厚
生
労
働
省
の
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
の
デ
ー
タ（
表
１
）を
元
に
数

的
な
概
要
を
挙
げ
る
と
、日
本
の
人
口
は

２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
減
少
に
転

じ
、２
０
１
０
年
１
億
２
８
０
６
万
人
だ
っ

た
全
国
人
口
は
、２
０
４
０
年
に
は
１
億
７

２
８
万
人
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。こ

れ
は
16・２
％
の
減
少
で
あ
る
。更
に
、２
０

４
８
年
に
は
１
億
人
を
割
り
、２
０
６
０
年

に
は
現
在
の
３
分
の
２
ま
で
縮
小
し
、働
き

手
と
な
る
15
〜
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口

は
、ほ
ぼ
半
減
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
滋
賀
県
の
人
口
は
、２
０
１
０
年
の
１
４

１
万
１
千
人
か
ら
、２
０
４
０
年
１
３
０
万

９
千
人
と
７・２
％
の
減
少
と
な
る
。全
国

で
人
口
減
少
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、減
少
率

の
全
国
比
較
を
し
て
み
る
と
、沖
縄（
１
・

７
％
減
）、東
京（
６
・
５
％
減
）に
次
い
で

全
国
で
３
番
目
に
少
な
い
予
測
と
な
る
。

　
次
に
彦
根
を
見
て
み
る
と（
表
２
）、２

０
１
０
年
人
口
と
２
０
４
０
年
人
口
を
比

較
す
る
と
、約
８・２
％
減
少
す
る
。
全
県

平
均
よ
り
や
や
劣
る
数
字
だ
が
、滋
賀
県

に
は
草
津
市（
１０・９
％
増
）、守
山
市（
１２・

８
％
増
）、栗
東
市（
12・９
％
増
）、愛
荘
町

（
２・６
％
減
）、大
津
市（
３・３
％
減
）と

全
国
的
に
み
て
も
非
常
に
強
い
数
字
を
持

って
い
る
都
市
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
る
。

　
ま
た
、彦
根
市
の
将
来
の
人
口
動
向
を

担
う
20
〜
39
歳
女
性
人
口
は
３０・１
％
減

と
な
っ
て
お
り（
表
３
）、県
内
他
都
市
も

減
少
す
る
が
、２
０
４
０
年
以
降
は
更
に
減

少
が
予
想
さ
れ
る
。

　
勿
論
、こ
れ
は
何
の
手
段
も
講
じ
な
か
っ

た
場
合
の
数
字
だ
が
、デ
ー
タ
で
見
る
限
り

彦
根
市
は
直
ぐ
に
対
策
を
実
施
す
れ
ば
、

全
国
他
都
市
よ
り
人
口
減
少
を
抑
え
る
こ

（表1）都道府県別総人口と指数（2010年＝100）

総人口（1,000人） 指数（2010年＝100）

（H22） 
2010年

（H27） 
2015年

（H32） 
2020年

（H37） 
2025年

（H42） 
2030年

（H47） 
2035年

（H52） 
2040年

（H37） 
2025年

（H52） 
2040年

全国　 128,057 126,597 124,100 120,659 116,618 112,124 107,276 94.2 83.8

北海道 5,506 5,361 5,178 4,960 4,719 4,462 4,190 90.1 76.1
青森県 1,373 1,306 1,236 1,161 1,085 1,009 84.6 67.9
岩手県 1,330 1,266 1,206 1,140 1,072 1,005 938

932
85.7 70.5

宮城県 2,348 2,306 2,269 2,210 2,141 2,062 1,973 94.1 84.0
秋田県 1,086 1,023 959 893 827 763 700 82.2 64.4
山形県 1,169 1,116 1,062 1,006 949 893 836 86.0 71.5
福島県 2,029 1,913 1,874 1,780 1,684 1,587 1,485 87.7 73.2

2,970 2,922 2,853 2,764 2,661 2,546 2,423 93.1 81.6
栃木県 2,008 1,974 1,926 1,867 1,800 1,725 1,643 93.0 81.9
群馬県 2,008 1,971 1,920 1,858 1,787 1,711 1,630 92.5 81.2
埼玉県 7,195 7,206 7,133 6,991 6,796 6,562 6,305 97.2 87.6
千葉県 6,216 6,192 6,122 5,987 5,806 5,592 5,358 96.3 86.2
東京都 13,159 13,349 13,315 13,179 12,957 12,663 12,308 100.1 93.5
神奈川県 9,048 9,148 9,122 9,010 8,833 8,607 8,343 99.6 92.2
新潟県 2,374 2,297 2,210 2,112 2,009 1,902 1,791 89.0 75.4
富山県 1,093 1,064 1,028 986 940 892 841 90.2 77.0
石川県 1,170 1,153 1,128 1,096 1,060 1,019 974 93.7 83.3
福井県 806 785 760 731 700 668 633 90.7 78.5
山梨県 863 838 809 776 741 704 666 89.9 77.2
長野県 2,152 2,091 2,019 1,938 1,851 1,761 1,668 90.0 77.5
岐阜県 2,081 2,035 1,978 1,908 1,830 1,746 1,660 91.7 79.8
静岡県 3,765 3,696 3,601 3,480 3,343 3,193 3,035 92.4 80.6
愛知県 7,411 7,470 7,440 7,348 7,213 7,046 6,856 99.2 92.5
三重県 1,855 1,821 1,773 1,715 1,649 1,580 1,508 92.4 81.3
滋賀県 1,411 1,420 1,414 1,398 1,375 1,345 1,309 99.1 92.8
京都府 2,636 2,615 2,567 2,499 2,418 2,325 2,224 94.8 84.4
大阪府 8,865 8,808 8,649 8,410 8,118 7,794 7,454 94.9 84.1
兵庫県 5,588 5,532 5,422 5,269 5,088 4,888 4,674 94.3 83.6
奈良県 1,401 1,370 1,330 1,280 1,223 1,161 1,096 91.4 78.3
和歌山県 1,002 961 917 869 820 769 719 86.7 71.8
鳥取県 589 567 544 520 494 468 441 88.3 74.9
島根県 717 687 655 622 588 555 521 86.7 72.6
岡山県 1,945 1,913 1,868 1,811 1,749 1,682 1,611 93.1 82.8
広島県 2,861 2,825 2,767 2,689 2,599 2,499 2,391 94.0 83.6
山口県 1,451 1,399 1,340 1,275 1,208 1,139 1,070 87.9 73.7
徳島県 785 756 723 686 649 611 571 87.4 72.7
香川県 996 969 937 900 860 818 773 90.4 77.6
愛媛県 1,431 1,383 1,329 1,269 1,206 1,141 1,075 88.7 75.1
高知県 764 730 693 655 616 576 537 85.6 70.2
福岡県 5,072 5,046 4,968 4,856 4,718 4,559 4,379 95.7 86.3
佐賀県 850 828 803 775 745 714 680 91.2 80.0
長崎県 1,427 1,371 1,313 1,250 1,185 1,118 1,049 87.6 73.5
熊本県 1,817 1,776 1,725 1,666 1,603 1,538 1,467 91.7 80.7
大分県 1,197 1,169 1,134 1,094 1,050 1,004 955 91.4 79.8
宮崎県 1,135 1,107 1,073 1,034 991 947 901 91.1 79.3
鹿児島県 1,706 1,650 1,588 1,522 1,454 1,386 1,314 89.2 77.0
沖縄県 1,393 1,410 1,417 1,414 1,405 1,391 1,369 101.5 98.3
減少県 38 41 46 47 47 47 47

注1）指数とは、2010年（平成22年）の総人口を100としたときの総人口の値のこと。
注2）減少県とは、5年前より総人口が減少した都道府県の数のこと。

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2013年（平成25年）3月推計）

99.1 92.81,411 1,420 1,414 1,398 1,375 1,345滋賀県 1,309

と
が
で
き
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。

　
日
本
中
の
各
都
市
は
既
に
危
機
感
を
持

ち
、独
自
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
が
、

彦
根
商
工
会
議
所
と
し
て
、今
、取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
幾
つ
か
の
試
案
を
考
え
て
み

た
い
。
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を
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え
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（
１
）若
年
層
の
大
都
市
流
出
を
止
め
る

●
地
域
内
に
あ
る
大
学
・
高
校
卒
業
生
の

市
内
就
職
率
の
向
上

●
若
者
、学
生
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
（
産
官
学
連
携
）

●
教
育
環
境
の
整
備（
特
に
小
中
学
校
）

（
２
）出
生
率
の
増
加

●
産
官
連
携
に
よ
る
、事
業
所
で
の
子
育
て

環
境
の
整
備

●
各
事
業
所
が
労
働
生
産
性
を
高
め
る
こ

と
に
よ
る
、従
事
者
の
所
得
の
向
上

（
３
）Ｕ
タ
ー
ン
、Ｉ
タ
ー
ン
の
推
進

●
行
政（
県･

市
）、事
業
所
が一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
進
め
る

●
大
都
市
・
他
地
域
と
は
違った「
文
化
」「
心

地
良
さ
」「
自
然
」な
ど
魅
力
の
発
信

（
４
）集
客
戦
略
推
進
に
よ
る
都
市
と
し
て

　
魅
力
向
上

●
高
イ
メ
ー
ジ
の
観
光
産
業
の
育
成

●
周
辺
都
市
か
ら
の
買
い
物
、食
事
来
訪
者

の
誘
致
戦
略
の
展
開

●
農
商
工
連
携
な
ど
ニュー
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

し
か
し
、以
上
の
よ
う
な
対
策
を
実
施

し
た
と
し
て
も
、日
本
の
人
口
問
題
は
日
本

全
体
の
成
熟
度
に
伴
う
こ
と
が
原
因
と
さ

れ
、人
口
の
減
少
を
止
め
る
こ
と
は
容
易
で

は
無
い
。

　　
９
月
24
日「
第
１
回
ひ
こ
ね
ブ
ラ
ン
ド
開

発
委
員
会
」（
彦
根
商
工
会
議
所
）が
開
催

さ
れ
、橋
爪
紳
也
彦
根
商
工
会
議
所
顧
問

は「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
目
的
に
な
って
は
い

け
な
い
。ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
あ
く
ま
で
も

手
段
で
あ
る
。ひ
と
つ
は
商
工
会
議
所
の
立

場
で
、新
た
な
産
業
振
興
策
、雇
用
、投
資
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福
岡
市
の
基
礎
情
報（
統
計
デ
ー
タ
）を

掲
載
す
る
サ
イ
ト「Fukuoka Facts

」の

な
か
に
、福
岡
市
が
Ｎ
Ｏ・
１
の
デ
ー
タ
を

集
め
た
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。人
口
に
関
し
て「
増

え
て
い
る
の
は
選
ば
れ
て
い
る
か
ら
ー
福
岡

市
の
人
口
・
増
加
率
と
若
者
率
ー
」と
し
、

「
人
口
増
加
率
が
高
い
都
市
・
政
令
市
中
１

位（
２
０
１
０
年
10
月
〜
12
月
の
増
加
率

３
・
１
％
）」「
若
者（
15
〜
29
歳
）の
人
口
比

率
は
政
令
市
中
１
位
・（
19
・
２
％
）」。そ

し
て
、福
岡
市
が
選
ば
れ
る
理
由
を
統
計
デ

ー
タ
を
元
に
掲
載
し
て
い
る
。

　
若
者
率
は
、人
口
に
対
す
る
15
〜
29
歳
の

若
者
の
割
合
で
あ
る
。さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
考
え
ら
れ
る
が
、ひ
と
つ
に
は
、福
岡
市
は

大
学
、専
門
学
校
が
多
く
、飲
食
、物
販
な

ど
サ
ー
ビ
ス
業
の
構
成
比
が
高
い
こ
と
か

ら
、九
州
圏
内
か
ら
若
者
が
流
入
す
る
傾

向
に
あ
る（
特
に
、22
歳
以
上
で
は
、男
性
よ

り
も
女
性
が
多
い
）。

　
若
者
率
を
上
げ
る
こ
と
は
、ま
ち
に
活
気

を
呼
び
込
み
、将
来
の
人
口
問
題
の
解
決
へ

と
つ
な
が
る
は
ず
だ
。滋
賀
県
内
の
商
工
会

議
所
所
在
地
７
市
の
若
者
率
を
集
計
し
て

み
た（
表
４
）。

と
い
う
側
面
か
ら
、も
う
ひ
と
つ
は
人
口
が

減
少
し
て
い
く
な
か
で
、交
流
人
口
も
含
め

て
の
人
口
増
加
の
た
め
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
大
前
提
で
考
え
た

い
」と
挨
拶
し
、大
学
と
の
連
携
が
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
と
共
に
、世
界
を
見
据
え
た
彦
根

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
し
よ
う
と
言
葉
を
添

え
た
。

　
ま
た
、ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
専
門
家
と
し
て

委
員
会
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
て

い
る（
株
）オ
ズ
マ
ピ
ー
ア
ー
ル
の
名
和
佳
夫

氏
は「
自
治
体
の
Ｐ
Ｒ
活
動
が
急
増
し
て
い

る
。理
由
と
し
て
、少
子
高
齢
化
な
ど
自
治

体
を
と
り
ま
く
環
境
が
変
化
し
、地
域
間
競

争
も
激
化
、住
民
と
の
相
互
理
解
と
他
地

域
と
の
差
別
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
か
ら

だ
」と
、各
種
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
中
長
期
の

Ｐ
Ｒ
計
画
が
重
要
で
あ
る
と
訴
え
た
。

　
小
出
英
樹
彦
根
商
工
会
議
所
会
頭
は

「
彦
根
の
人
口
問
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
た

現
時
点
で
の

人
口
減
問
題
対
策
試
案

彦
根
は
選
ば
れ
て
い
る
か
？

＊
Ｕ
タ
ー
ン
／
彦
根
出
身
者
や
彦
根
の
学
校
卒
業

者
が一度
都
会
で
勤
務
し
た
後
、再
び
地
域
に
戻
っ

て
働
く
こ
と
。

＊
Ｉ
タ
ー
ン
／
別
の
都
市
の
勤
務
者
が
、彦
根
の
事

業
所
や
彦
根
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
に
魅
力
を
感
じ
移

住
し
て
働
く
こ
と
。

＊
政
令
指
定
都
市
／
政
令
で
指
定
す
る
人
口（
法

定
人
口
）50
万
以
上
の
市
の
こ
と
。政
令
指
定
都

市
は
19
。福
岡
市
の
人
口
は
１
５
１
０
５
６
５
人

（
Ｈ
26
年
２
月
１
日
）。政
令
指
定
都
市
中
６
位

切
り
札
は

「
彦
根
の
ブ
ラ
ン
デ
ィン
グ
」

総人口（人） 2010年（平成22年）の総人口を100としたときの総人口の指数

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

滋賀県 1,410,777 1,419,654 1,414,000 1,398,322 1,375,179 1,345,284 1,309,300 100.0 100.6 100.2 99.1 97.5 95.4 92.8

大津市 337,634 344,724 346,224 344,534 340,524 334,503 326,627 100.0 102.1 102.5 102.0 100.9 99.1 96.7

彦根市 112,156 112,605 111,914 110,477 108,495 105,989 102,940 100.0 100.4 99.8 98.5 96.7 94.5 91.8

長浜市 124,131 122,313 119,755 116,568 112,922 108,900 104,646 100.0 98.5 96.5 93.9 91.0 87.7 84.3

近江八幡市 81,738 81,609 80,760 79,386 77,600 75,465 73,051 100.0 99.8 98.8 97.1 94.9 92.3 89.4

草津市 130,874 137,055 140,867 143,478 145,064 145,603 145,136 100.0 104.7 107.6 109.6 110.8 111.3 110.9

守山市 76,560 80,352 82,686 84,304 85,406 86,063 86,337 100.0 105.0 108.0 110.1 111.6 112.4 112.8

栗東市 63,655 66,365 68,302 69,688 70,690 71,412 71,889 100.0 104.3 107.3 109.5 111.1 112.2 112.9

甲賀市 92,704 90,774 88,507 85,731 82,624 79,225 75,552 100.0 97.9 95.5 92.5 89.1 85.5 81.5

野洲市 49,955 49,958 49,582 48,805 47,714 46,389 44,915 100.0 100.0 99.3 97.7 95.5 92.9 89.9

湖南市 54,614 53,807 52,889 51,526 49,773 47,620 45,143 100.0 98.5 96.8 94.3 91.1 87.2 82.7

高島市 52,486 50,626 48,517 46,214 43,813 41,309 38,723 100.0 96.5 92.4 88.1 83.5 78.7 73.8

東近江市 115,479 113,449 111,065 108,127 104,743 100,948 96,792 100.0 98.2 96.2 93.6 90.7 87.4 83.8

米原市 40,060 38,879 37,575 36,146 34,676 33,149 31,541 100.0 97.1 93.8 90.2 86.6 82.7 78.7

日野町 22,870 22,582 22,129 21,584 20,970 20,274 19,477 100.0 98.7 96.8 94.4 91.7 88.6 85.2

竜王町 12,916 12,363 11,899 11,425 10,914 10,356 9,719 100.0 95.7 92.1 88.5 84.5 80.2 75.2

愛荘町 20,118 20,304 20,371 20,357 20,287 20,154 19,952 100.0 100.9 101.3 101.2 100.8 100.2 99.2

豊郷町 7,566 7,587 7,525 7,431 7,316 7,167 6,989 100.0 100.3 99.5 98.2 96.7 94.7 92.4

甲良町 7,500 6,961 6,504 6,029 5,557 5,085 4,622 100.0 92.8 86.7 80.4 74.1 67.8 61.6

多賀町 7,761 7,341 6,929 6,512 6,091 5,673 5,249 100.0 94.6 89.3 83.9 78.5 73.1 67.6

（表２）滋賀県市町村別総人口と指数（2010年＝100）

（表３）彦根市 20歳～39歳男女人口推計と指数（2010年＝100）

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2013年（平成25年）3月推計）より

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2013年（平成25年）3月推計）より再集計

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2013年（平成25年）3月推計）より再集計

（表４）若者率・将来推計人口・若者率 め
に
も
、ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
非
常
に
重
要
で

あ
る
。地
域
の
経
済
を
安
定
的
に
成
長
発

展
さ
せ
る
と
い
う
の
が
会
議
所
の
役
目
で
あ

り
、そ
の
結
果
と
し
て
雇
用
の
拡
大
や
税
収

の
増
加
、ま
た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
進
む
の
で
は
と
考
え
て
い
る
」と

述
べ
る
な
か
で
、地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

は
３
つ
の
要
素
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

　
「
場
に
着
目
す
る
観
光
地
ブ
ラ
ン
ト
・
モ

ノ
に
着
目
す
る
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
・
そ
こ
に

住
む
人
に
着
目
す
る
暮
ら
し
ブ
ラ
ン
ド
」で

あ
る
。観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
は
、歴
史
・
文
化
・

自
然
・
風
土
・
ア
ク
セ
ス
・
イ
ン
フ
ラ
の
総

市 区分 2010年
（ H22 ）

2015年
（ H27 ）

2020年
（ H32 ）

2025年
（ H37 ）

2030年
（ H42 ）

2035年
（ H47 ）

2040年
（ H52 ）

彦根市 112,156

19,770
（17.6％）

55,173
56,983

総数
男
女

15歳～29歳
 （若者率）

10,214
（18.5％）

男
（若者率）

9,556
（16.8％）

112,605

18,750
（16.7%）

55,383
57,222

9,709
（17.5%）

9,041
（15.8%）

111,914

17,867
（16.0%）

55,012
56,902

9,309
（16.9%）

8,558
（15.0％）

110,477

17,259
（15.6%）

54,241
56,236

9,004
（16.6%）

8,255
（14.7%）

108,495

16,573
（15.3%）

53,190
55,305

8,587
（16.1％）

7,986
（14.4％）

105,989

15,566
（14.7％）

51,881
54,108

8,035
（15.5％）

7,531
（13.9％）

102,940

14,374
（14.0％）

50,328
52,612

7,410
（14.7％）

6,964
（13.2％）

344,724

52,912
（15.3%）

166,419
178,305

26,649
（16.0%）
26,263

（14.7%）

346,224

52,124
（15.1%）

166,773
179,451

26,380
（15.8%）
25,744

（14.3％）

344,534

51,308
（14.9%）

165,482
179,052

25,974
（15.7%）
25,334

（14.1%）

49,310
（14.5%）
24,956

（15.3％）
24,354

（13.7％）

46,074
（13.8％）
23,322

（14.6％）
22,752

（13.0％）

42,453
（13.0％）
21,501

（13.8％）
20,952

（12.3％）
137,055

27,676
（20.2%）

70,716
66,339

16,164
（22.9%）
11,512

（17.4%）

140,867

26,371
（18.7%）

72,485
68,382

15,014
（20.7%）
11,357

（16.6％）

143,478

25,262
（17.6%）

73,612
69,866

14,019
（19.0%）
11,243

（16.1%）

145,064

24,840
（17.1%）

74,202
70,862

13,672
（18.4％）
11,168

（15.8％）

145,603

24,110
（16.6％）

74,285
71,318

13,201
（17.8％）
10,909

（15.3％）

145,136

22,795
（15.7％）

73,891
71,245

12,437
（16.8％）
10,358

（14.5％）
80,352

12,118
（15.1%）

39,563
40,789

6,130
（15.5%）

5,988
（14.7%）

82,686

12,802
（15.5%）

40,670
42,016

6,488
（16.0%）

6,314
（15.0％）

84,304

13,890
（16.5%）

41,401
42,903

7,044
（17.0%）

6,846
（16.0%）

85,406

14,472
（16.9%）

41,868
43,538

7,359
（17.6%）

7,113
（16.3%）

86,063

14,210
（16.5%）

42,143
43,920

7,247
（17.2%）

6,963
（15.9%）

86,337

13,486
（15.6%）

42,287
44,050

6,878
（16.3%）

6,608
（15.0％）

81,609

12,288
（15.1%）

40,092
41,517

6,372
（15.9%）

5,916
（14.2%）

80,760

11,811
（14.6%）

39,637
41,123

6,130
（15.5%）

5,681
（13.8%）

79,386

11,837
（14.9%）

38,894
40,492

6,061
（15.6%）

5,776
（14.3%）

77,600

11,696
（15.1%）

37,959
39,641

5,975
（15.7%）

5,721
（14.4%）

75,465

11,109
（14.7%）

36,875
38,590

5,651
（15.3%）

5,458
（14.1%）

73,051

10,308
（14.1%）

35,708
37,343

5,296
（14.8%）

5,012
（13.2％）

113,449

17,927
（15.8%）

55,795
57,654

9,341
（16.7%）

8,586
（14.9%）

111,065

17,525
（15.8%）

54,527
56,538

9,046
（16.6%）

8,479
（15.0％）

108,127

16,926
（15.7%）

52,967
55,160

8,723
（16.5%）

8,203
（14.9%）

104,743

15,781
（15.1%）

51,142
53,601

8,140
（15.9%）

7,641
（14.3%）

100,948

14,454
（14.3%）

49,106
51,842

7,447
（15.2%）

7,007
（13.5%）

96,792

13,217
（13.7%）

46,948
49,844

6,821
（14.5%）

6,396
（12.8%）

122,313

18,491
（15.1%）

60,384
61,929

9,671
（16.0%）

8,820
（14.2%）

119,755

18,112
（15.1%）

59,268
60,487

9,484
（16.0%）

8,628
（14.3％）

116,568

17,421
（14.9%）

57,805
58,763

9,110
（15.8%）

8,311
（14.1%）

112,922

16,262
（14.4%）

56,099
56,823

8,512
（15.2%）

7,750
（13.6%）

108,900

14,815
（13.6%）

54,180
54,720

7,708
（14.2%）

7,107
（13.0％）

104,646

13,579
（13.0％）

52,130
52,516

7,041
（13.5％）

6,538
（12.4％）

1,419,654

226,984
（16.0%）

700,925
718,729

119,187
（17.0%）
107,797
（15.0%）

1,398,322

221,076
（15.6%）

697,354
716,646

115,611
（16.6%）
105,465
（14.7%）

1,375,179

216,704
（15.5%）

688,426
709,896

112,942
（16.4%）
103,762
（14.6%）

1,345,284

208,713
（15.2%）

675,610
699,569

108,583
（16.1%）
100,130
（14.3%）

1,345,284

195,537
（14.5%）

659,645
685,639

101,521
（15.4%）
94,016

（13.7%）

1,309,300

180,976
（13.8%）

641,307
667,993

93,844
（14.6%）
87,132

（13.0%）

女
（若者率）

総数
男
女

15歳～29歳
 （若者率）

男
（若者率）

女
（若者率）

総数
男
女

15歳～29歳
 （若者率）

男
（若者率）

女
（若者率）

総数
男
女

15歳～29歳
 （若者率）

男
（若者率）

女
（若者率）

総数
男
女

15歳～29歳
 （若者率）

男
（若者率）

女
（若者率）

総数
男
女

15歳～29歳
 （若者率）

男
（若者率）

女
（若者率）

総数
男
女

15歳～29歳
 （若者率）

男
（若者率）

女
（若者率）

総数
男
女

15歳～29歳
 （若者率）

男
（若者率）

女
（若者率）

大津市 337,634

54,590
（16.2%）

163,250
174,384

27,276
（16.7％）
27,314

（15.7％）

草津市 130,874

28,224
（21.6％）

67,819
63,055

16,638
（24.5％）
11,586

（18.4％）

守山市 76,560

12,369
（16.2%）

37,659
38,901

6,155
（16.3%）

6,214
（16.0％）

近江
八幡市

81,738

13,387
（16.4%）

40,111
41,627

6,847
（17.1%）

6,542
（15.7%）

東近江市 115,479

18,920
（16.4%）

56,872
58,607

9,835
（17.3%）

9,086
（15.5%）

長浜市 124,131

19,414
（15.6%）

60,973
63,158

10,033
（16.5%）

9,381
（14.9%）

滋賀県 1,410,777

237,688
（16.8%）

696,769
714,008

124,276
（17.8%）
113,412
（15.9%）

340,524
163,041
177,483

334,503
159,737
174,766

326,627
155,753
170,874

（人）

注：2010年国勢調査人口を基準として推計している。
左より、小出英樹彦根商工会議所会頭・橋爪紳也顧問・（株）博報堂 加藤明氏・
（株）博報堂 岩嵜博論氏・（株）オズマピーアール 名和佳夫氏

1,419,654

226,984
（16.0%）

700,925
718,729

119,187
（17.0%）
107,797
（15.0%）

1,398,322

221,076
（15.6%）

697,354
716,646

115,611
（16.6%）
105,465
（14.7%）

1,375,179

216,704
（15.5%）

688,426
709,896

112,942
（16.4%）
103,762
（14.6%）

1,345,284

208,713
（15.2%）

675,610
699,569

108,583
（16.1%）
100,130
（14.3%）

1,345,284

195,537
（14.5%）

659,645
685,639

101,521
（15.4%）
94,016

（13.7%）

1,309,300

180,976
（13.8%）

641,307
667,993

93,844
（14.6%）
87,132

（13.0%）

総数
男
女

15歳～29歳
（若者率）

男
（若者率）

女
（若者率）

滋賀県 1,410,777

237,688
（16.8%）

696,769
714,008

124,276
（17.8%）
113,412
（15.9%）

区分 2010年
（ H22 ）

2015年
（ H27 ）

2020年
（ H32 ）

2025年
（ H37 ）

2030年
（ H42 ）

2035年
（ H47 ）

2040年
（ H52 ）

男女

男

112,156
30,097

総数
20～39歳
指数

112,605
26,974

111,914
25,197

110,477
24,240

108,495
23,196

105,989
22,340

102,940
21,072
70.074.277.180.583.789.6

15,458
総数
20～39歳
指数

13,805 12,999 12,505 11,994 11,557 10,843
70.174.877.680.984.189.3

女
14,639

総数
20～39歳
指数

13,169 12,198 11,735 11,202 10,783 10,229
69.973.776.580.283.390.0

100

100

100

（人）

55,173 55,383 55,012 54,241 53,190 51,881 50,328

56,983 57,222 56,902 56,236 55,305 54,108 52,612

合
力
で
、付
加
価
値
向
上
を
目
指
す
。特
産

品
ブ
ラ
ン
ド
は
、彦
根
と
い
う
地
名
を
付
け

る
こ
と
が
付
加
価
値
に
つ
な
が
る
状
態
を
目

指
す
。暮
ら
し
ブ
ラ
ン
ド
は
、そ
こ
に
住
む

人
に
と
って
の
快
適
性
や
誇
れ
る
地
域
の
満

足
度
向
上
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。そ
し

て
、本
質
的
に
こ
の
３
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
は
有
機

的
に
結
び
つ
き
彦
根
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
高

め
て
い
く
。

　
彦
根
に
は
交
通
の
利
便
性
や
伝
統
文
化

な
ど
、幾
つ
か
の
他
都
市
と
差
別
化
で
き
る

個
性
が
あ
る
。そ
れ
は
彦
根
の
有
す
る
ア
ド

バ
ン
テ
ー
ジ
だ
。そ
の
独
自
性
を
付
加
価
値

と
し
て
磨
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、地
域
経

済
規
模
を
増
加
さ
せ
、雇
用
を
拡
大
し
な
が

ら
、発
展
を
進
め
る
こ
と
が
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
効
果
を
も
生
み
出
す
。そ
の

た
め
に
は「
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
」を
持
っ
た
ス

ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
都
市
戦
略
、つ
ま
り
、

「
彦
根
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」が
不
可
欠
で
あ

り
、切
り
札
な
の
で
あ
る
。
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２
０
１
５
年
の
彦
根
市
の
若
者
率
は
、１

８
７
５
０
人
で
16
・
７
％
。草
津
市
に
次
い

で
２
番
目
に
高
い
。２
０
４
０
年
に
は
１
４

３
７
４
人
と
な
り
14・０
％
、草
津
市
、守
山

市
、近
江
八
幡
市
に
次
い
で
彦
根
市
は
４
位

と
な
る
。若
者
率
の
順
位
が
落
ち
る
こ
と

が
、そ
の
ま
ま
都
市
の
活
力
低
下
と
な
る
と

は
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、滋
賀
大
学
経
済

学
部
、滋
賀
県
立
大
学
、聖
泉
大
学
な
ど
約

５
３
０
０
人
の
大
学
生
を
抱
え
る
彦
根
市

に
と
って
、シ
ョッ
キ
ン
グ
な
数
字
で
あ
る
。

　
「
増
え
て
い
る
の
は
選
ば
れ
て
い
る
か

ら
」。果
た
し
て
、彦
根
は
選
ば
れ
る
都
市

と
し
て
成
長
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
彦
根
市
以
外
か
ら
ど
の
よ
う
見
ら
れ
て

い
る
の
か
？ 

世
界
の
人
々
に
は
ど
の
よ
う
に

彦
根
は
映
って
い
る
の
か
？ 

そ
れ
ら
を
理
解

し
た
上
で
、「
選
ば
れ
る
彦
根
」を
目
指
し
、

不
断
の
努
力
を
積
み
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

5 彦根商工会議所通信

（表６）大学卒業後の進路状況（2012年度）　
区　分

総数

滋賀大学経済学部 滋賀県立大学 聖泉大学

男 女
609 390 219

525 335 190

卒業者総数

就職者地域内訳

進学者
就職者

滋賀県
東北・北海道
関東・甲信越

東海
北陸

近畿（滋賀県以外）
中国・四国・九州・沖縄

その他
市内（再掲）

注 1：卒業者総数にはその他や不詳などを含みます。

11 9 2

総数 男 女
579 306 273

390 163 227
127 107 20

総数 男 女
76 43 33

49 31 18
10 3 7

69 37 32 121 37 84 35 22 13
2 1 1

5 9

0 0 0 0 0 0
129 84 45 57 30 27 1 1 0
121 94 27 57

11

19 13

30 27 1 1 0

164 97 67 137 61 76 7 6 1
24

14

16 8 7 1 6 2 1 1

4 7 3 0 3
12 1 0 0 0 0 0 0
58 3 6 9 7 2

データ：聖泉大学 近藤紀章講師提供

（人）

総数
579

390
127

121
0
57
57

11

19

137
7

0

総数
76

49
10

35
0
1
1

7
2

3
0
9

（表５）大学生の出身住所と学生現住所（2014年度）

データ：聖泉大学 近藤紀章講師提供

大学名 在籍数

学生出身住所 学生現住所

滋賀
2,565
2,506

460

271 132

滋賀大学経済学部
滋賀県立大学
聖泉大学

京都
385

17

奈良 割合
57

1

滋京奈計
902

938 531 51 1,520
150 55%

61%
35%

滋賀
1,781

237

京都
315

13

奈良 割合
25

0

滋京奈計
2,121

1,825 391 17 2,233
250 92%

89%
83%

（人）

彦
根
か
ら

大
学
生
が

消
え
た
ら…

…

中
心
市
街
地
の

若
者
率

交
流
人
口
と
し
て
の

大
学
生

　　
滋
賀
大
学
経
済
学
部
、滋

賀
県
立
大
学
、聖
泉
大
学
の

３
大
学
の
学
生
在
籍
数
は

（
表
５
）、５
３
４
２
人
で
あ

る
。こ
れ
は
彦
根
市
の
２
０
１

３
年（
10
月
１
日
現
在
）の
人

口
１
１
０
６
９
４
人
の
約
４
・

８
％
に
あ
た
る
。
少
し
乱
暴

な
分
析
に
な
る
が
、滋
賀
県
に

現
住
所
の
あ
る
学
生
数
を

「
彦
根
に
現
住
所
の
あ
る
学

生
数
」と
し
て
、彦
根
の
若
者

率
を
再
考
し
て
み
る
こ
と
に

す
る
。

　
滋
賀
県
内
に
現
住
所
が
あ

る
学
生
の
総
数
は
、３
８
４
３

人
、２
０
１
３
年
度
の
人
口

（
１
１
０
６
９
４
人
）の
約
３
・

５
％
で
あ
る
。大
学
が
彦
根

に
存
在
し
な
か
っ
た
場
合
、更

に
そ
の
１
０
０
％
が
彦
根
市

以
外
の
大
学
へ
進
学
し
他
府

県
に
現
住
所
を
移
し
た
と
仮

定
す
る
と
、彦
根
の
若
者
率

は
、２
０
１
５
年
は
16・７
％

⬇
13・３
％
に
、２
０
２
５
年

は
15・６
％
⬇
12・１
％
と
な

り
、更
に
２
０
４
０
年
に
は
、

15
歳
か
ら
29
歳
の
人
口
は
、

区 分
彦根市 城東 城西 城南 平田 城北

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女
人口（総数） 110,694 54,765 55,929 7,519 3,623 3,896 5,923 2,830 3,093 11,174 5,613 5,561 5,884 2,981 2,903 4,932 2,438 2,494
15～29歳 18,293 9,562 8,731 1,151 634 517 773 420 353 1,757 896 861 1,035 564 471 796 442 354
若者率 16.5% 17.5% 15.6% 15.3% 17.5% 13.3% 13.1% 14.8% 11.4% 15.7% 16.0% 15.5% 17.6% 18.9% 16.2% 16.1% 18.1% 14.2%

計
5,884
1,035
17.6%

計
11,174
1,757
15.7%

計
5,923
773

13.1%

計
7,519
1,151
15.3%

計
110,694
18,293
16.5%

佐和山 旭森 城陽 若葉 金城 鳥居本
男 女 計計

計

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女
4,473 4,524 10,975 5,459 5,516 5,285 2,578 2,707 4,663 2,278 2,385 11,556 5,688 5,868 2,778 1,393 1,385
763 697 1,969 990 979 801 410 391 1,036 517 519 1,898 961 937 446 237 209

17.1%

8,997
1,460
16.2% 15.4% 17.9% 18.1% 17.7% 15.2% 15.9% 14.4% 22.2% 22.7% 21.8% 16.4% 16.9% 16.0% 16.1% 17.0% 15.1%

河瀬 亀山 高宮 稲枝東 稲枝西 稲枝北
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女
3,942 4,041 2,821 1,388 1,433 7,330 3,914 3,416 7,033 3,431 3,602 3,116 1,492 1,624 2,725 1,244 1,481
672 685 484 260 224 1,435 831 604 1,036 542 494 455 225 230 404 198 206

17.0%

7,983
1,357
17.0% 17.0% 17.2% 18.7% 15.6% 19.6% 21.2% 17.7% 14.7% 15.8% 13.7% 14.6% 15.1% 14.2% 14.8% 15.9% 13.9%

（人）
（表７）彦根学区別若者率（2013年10月1日現在 彦根市統計書より）

１
０
５
３
１
人
・
若
者
率
は
10・２
％
と
な

る
。こ
の
割
合
は
、県
内
の
商
工
会
議
所
所

在
地
各
６
市
の
若
者
率
を
大
き
く
下
回
り

最
下
位
で
あ
る
。彦
根
に
と
って
大
学
の
存

在
が
い
か
に
大
き
い
か
が
判
る
。

　
現
在
、彦
根
の
中
心
市
街
地
は
、市
域
の

北
部
で
琵
琶
湖
に
面
し
た
彦
根
城
の
旧
城

下
町
に
位
置
し
て
い
る
。彦
根
城
の
南
東
・

南
西
の
中
堀
か
ら
、JR
東
海
道
本
線
と
芹

川
に
囲
ま
れ
た
区
域
で
、城
下
町
が
形
成
さ

れ
て
以
来
、こ
れ
ま
で
人
口
や
商
業
な
ど
の

都
市
機
能
が
集
中
し
、市
の「
顔
」と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
中
心
的
役
割
を
果
た

し
、11
の
商
店
街
が
存
在
し
て
い
る
。城
東

学
区
、城
西
学
区
、佐
和
山
学
区
の
３
学
区

内
に
あ
り
、東
西・南
北
方
向
と
も
に
約
１・

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、面
積
は
約
１
５
０
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
あ
る
。

　
高
宮
・
若
葉
学
区
の
若
者
率
が
高
く
、

城
西
学
区
の
若
者
率
が
低
い
の
が
目
立
つ

（
表
７
）。中
心
市
街
地
の
あ
る
城
東
・
城

西
・
佐
和
山
学
区
の
人
口
は
、２
２
７
３
９

人
、彦
根
市
の
人
口
の
約
20
％
に
あ
た
る
。

15
歳
か
ら
29
歳
の
人
口
は
、３
３
８
４
人
、

若
者
率
14
・
９
％
。滋
賀
大
学
経
済
学
部

の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
近
い
中
心
市
街
地
の
若
者

率
は
18
学
区
中
15
位
と
な
る
。も
し
も
、滋

賀
大
学
経
済
学
部
が
存
在
し
な
か
っ
た
と

し
た
ら
、中
心
市
街
地
の
若
者
率
は
最
下

位
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
交
流
人
口
と
は
、そ
の
地
域
を
訪
れ
る
人

の
こ
と
で
、「
定
住
人
口
」に
対
す
る
概
念
で

あ
る
。訪
れ
る
目
的
と
し
て
は
、通
勤
・
通

学
、観
光
な
ど
、各
都
市
が
交
流
人
口
の
増

加
を
目
指
し
、都
市
間
競
争
が
激
化
し
て

い
る
。東
京
、大
阪
な
ど
大
都
市
は
巨
大
な

集
客
都
市
な
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、大
学
生
を
交
流
人
口
と
し
て
捉
え

た
場
合
の
若
者
率
の
変
化
を
考
え
て
み
た

い
。単
純
に
在
籍
数（
５
３
４
２
人
）か
ら

滋
賀
県
に
在
住
す
る
学
生
数（
３
８
４
３

人
）を
引
い
た
人
数
を
大
学
生
の
交
流
人

口
と
す
る
な
ら
ば
、１
４
９
９
人
。こ
の
人

数
は
彦
根
が
潜
在
的
に
有
す
る
ア
ド
バ
ン
テ

ー
ジ
で
あ
る
。１
４
９
９
人
の
割
合
を
若
者

率
に
プ
ラ
ス
す
る
と
、２
０
１
５
年
は
16
・

７
％
⬇
18
・
７
％
に
、２
０
２
５
年
は
15
・

６
％
⬇
16
・
９
％
と
な
り
、２
０
４
０
年
に

は
、15
歳
か
ら
29
歳
の
人
口
は
、１
０
５
３

１
人
と
な
り
、若
者
率
は
15
・
４
％
と
な
る
。

　
彦
根
は
今
ま
で
、定
住
者
や
観
光
客
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、若
者
率
を
上
げ
る
施
策
や
大
学
生

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
彦
根
の
中
央
商
店
街
、リ
バ
ー
サ
イ
ド
橋

本
通
り
に
、若
者
た
ち
が
お
し
ゃ
れ
な
店
を

商
店
街
へ
出
店
し
た

若
者
た
ち

開
業
支
援
を

若
者
率
向
上
の
手
段
に
!!

若
者
た
ち
へ
の
ア
ピ
ー
ル

構
え
て
い
る
。何
故
、彼
ら
が
彦
根
の
中
心

商
店
街
を
選
ん
で
出
店
し
た
の
か
、イ
ン
タ

ビュ
ー
し
て
み
た
。

● The G
ood Luck Store

古
い
も
の
が
残
っ
て
い
る
反
面
、五
環
生

活
の
活
動
な
ど
新
し
い
流
れ
が
生
ま
れ

て
い
る
点
に
も
ま
ち
の
魅
力
を
感
じ
て

い
た
の
で
、彦
根
で
の
開
店
を
決
め
た
。

（
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
利
用
）

● 

半
月
舎 

彦
根
で
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
仕
事
を
し
な

が
ら
お
店
を
開
く
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
、

自
然
と
彦
根
で
の
開
業
を
選
ん
だ
。チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
制
度
を
前
提
に
、商

店
街
で
条
件
の
合
う
店
舗
を
探
し
、開
店

し
た
。（
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
利
用
）

● 

パ
テ
ィ
ス
リ
ー V

iolet 

小
さ
な
新
し
い
お
店
が
で
き
て
い
る
反

面
、城
下
町
の
雰
囲
気
や
商
店
街
の
寂
れ

た
雰
囲
気
に
も
惹
か
れ
た
。会
議
所
ス
タ

ッ
フ
の
助
け
も
あ
っ
て
彦
根
に
開
業
し
た
。 

● C
aro A

ngelo

結
婚
し
て
彦
根
に
定
住
し
て
い
た
の
で
、

彦
根
で
の
開
業
を
計
画
。当
初
か
ら
町
屋

を
改
装
し
て
店
を
持
ち
た
い
と
考
え
て

お
り
、興
味
を
持
っ
て
い
た
物
件
が
タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
売
り
に
出
て
い
た
の
で
購

入
し
、開
業
し
た
。

● 

侍 

サ
イ
ク
ル

五
環
生
活
を
手
伝
っ
て
い
る
と
き
に
、ま

ち
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
き
っ
か
け
。商

店
街
に
溶
け
込
む
よ
う
な
お
店
が
持
ち

た
か
っ
た
。（
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
利
用
）

　
彦
根
の
商
店
街
、或
い
は
人
々
と
何
ら

か
の「
縁
」が
あ
り
、商
店
街
の
雰
囲
気
が

気
に
入
っ
た
こ
と
、適
当
な
物
件（
家
賃
が

安
い
な
ど
）が
あ
っ
た
こ
と
。そ
し
て
、チ

ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
会
議
所
の
支
援

が
開
業
へ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、若
者
率
Ｎ
Ｏ・
１
の
福
岡
は
、

経
済
成
長
を
牽
引
す
る
分
野
と
し
て
コ

ン
テ
ン
ツ
産
業
を
位
置
付
け
、デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
・
ゲ
ー
ム
・
デ
ザ
イ
ン
・
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
音
楽
関
連
の
人
材
や
教
育

機
関
の
集
積
な
ど
、福
岡
の
次
代
を
担
う

産
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
る
。ま
た
、国

内
外
に
向
け
た
福
岡
市
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
取
り
組
み
、創
業
活
動
の
活
発
化

や
企
業
誘
致
な
ど
、地
域
経
済
の
活
性
化

を
目
指
し
て
い
る
。

　
少
し
前
の
こ
と
に
な
る
が
、２
０
０
６

年
、「
九
州
・
福
岡
を
世
界
が
目
指
す
ゲ
ー

ム
産
業
都
市
に
す
る
」を
合
言
葉
に
、Ｇ
Ｆ

Ｆ
、九
州
大
学
、福
岡
市
の
三
者
で「
福
岡

ゲ
ー
ム
産
業
振
興
機
構
」を
設
立
し
、

「
産
・
学
・
官
」の
連
携
機
構
は
、大
き
な

注
目
を
集
め
た
。人
材
育
成
・
発
掘
の
た

め
の「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
ゲ
ー
ム
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
」事
業
も
展
開
し
て
い
る
。

　
彦
根
も
空
き
店
舗
活
用
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

ショッ
プ
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
、彦
根
を
拠
点

に
世
界
を
視
野
に
入
れ
た
若
い
起
業
家
を
支

援
す
る
事
業
を
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
り
、産
学
官
が

協
働
し
、起
業
へ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
促
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、夢
や
目
的
を

共
有
し
な
が
ら
、ま
ち
づ
く
り
の
過
程
そ
の

も
の
を
学
生
た
ち
と
共
有
し
て
い
く
。企
業

と
の
マッ
チ
ン
グ
や
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
の
関
わ
り
で
は
な
く
、彦
根
の
大
学
生
た

ち
の
活
躍
の
ス
テ
ー
ジ
を
設
る
の
だ
。そ
う

い
う
創
造
の
営
み
が
、他
大
学
に
類
を
見
な

い
、ま
ち
を
知
り
、縁
を
結
び
、学
び
続
け
る

よ
う
な
彦
根
の
大
学
生
た
ち
の
独
得
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
創
って
い
く
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
２
０
１
２
年
の
滋
賀
大
学
経
済
学
部
、

滋
賀
県
立
大
学
、聖
泉
大
学
の
卒
業
生
総

数
は
１
２
６
４
人
。そ
の
う
ち
滋
賀
県
の

企
業
に
就
職
し
た
者
は
２
２
５
人
、卒
業

生
の
17・８
％
に
あ
た
る（
表
６
）。ほ
と

ん
ど
の
学
生
は
大
学
の
４
年
間
を
、彦
根

の
風
土
を
知
る
こ
と
も
な
く
、近
在
の

人
々
と
縁
を
結
ぶ
こ
と
も
な
く
卒
業
し
て

い
く
。ま
た
、彦
根
が
日
本
の
何
処
に
あ

る
の
か
知
ら
な
い
若
者
た
ち
も
多
い
。

　
将
来
の
交
流
人
口
を
含
む
若
者
率
を
維

持
す
る
、或
い
は
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、彦

根
の
大
学
生
を
中
心
に
、世
界
の
若
者
た

ち
に
彦
根
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。時
代
に
迎
合
す
る
情
報
で
は

な
く
、ま
ち
な
か
の
魅
力
や
彦
根
の
心
地

よ
さ
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、過
去
か
ら
現

在
ま
で
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
彦
根
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
編
集
し
直
し
、情
報
を
届
け

る
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、「Fukuoka Facts

」は
、福
岡

市
の
さ
ま
ざ
ま
な
統
計
デ
ー
タ
を
、わ
か
り

や
す
い
イ
ラ
ス
ト
と
イ
ン
フ
ォ
グ
ラ
フ
ィッ
ク

で
紹
介
し
、世
界
を
代
表
す
る
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
と
し
て
そ
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。

　
統
計
デ
ー
タ
に
裏
付
け
さ
れ
た
魅
力
あ

る
彦
根
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、大
学
生

に
確
実
に
届
く
情
報
誌
の
発
行
や
若
者
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
サ
イ
ト
の
制
作
、

Facebook

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
メ
デ
ィ
ア
を
使

っ
た
双
方
向
の
イ
ベ
ン
ト
展
開
な
ど
は
、有

効
な
手
段
だ
ろ
う
。更
に
、ミ
シ
ガ
ン
州
立

大
学
連
合
日
本
セ
ン
タ
ー
と
協
働
し
た
ア
メ

リ
カ
の
若
者
た
ち
へ
の
彦
根
の
ア
ピ
ー
ル
も

可
能
だ
。

　
勿
論
、若
者
た
ち
へ
の
ア
ピ
ー
ル
は
、将

来
、彦
根
を
選
ん
で
も
ら
う
た
め
の
手
段

だ
。若
者
た
ち
に
は
、こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
選
択
の
機
会
が
訪
れ
る
だ
ろ
う
。そ
の

と
き
彦
根
で
の
経
験
と
そ
こ
で
得
た
情
報

が「
彦
根
を
選
択
」す
る
理
由
と
な
る
の
で

あ
る
。

＊
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

五
環
生
活
／「 

五
感
＋
環
境
＋

暮
ら
し
」を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
２
０
０
６
年
よ

り
活
動
。環
境
に
優
し
く
五
感
を
刺
激
す
る
自

転
車
を
用
い
た
生
活
提
案
を
中
心
に
、持
続
可

能
で
楽
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
地
元
と
の
協
働

で
、幸
福
な
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
創
出
す
る
事
業
を
展

開
し
て
い
る
。

＊
Ｇ
Ｆ
Ｆ
／
九
州
・
福
岡
の
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
制
作

会
社
な
ど
に
よ
る
団
体

計
2,725
404

14.8%

計
3,116
455

14.6%

計
7,033
1,036
14.7%

計
7,330
1,435
19.6%

計
2,821
484

17.2%

計
2,778
446

16.1%

計
11,556
1,898
16.4%

計
4,663
1,036
22.2%

計
10,975
1,969
17.9%

合計 5,342
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R E P O R T  &  I N F O R M A T I O N
R&I

　
去
る
９
月
11
日（
木
）・
12
日（
金
）に
滋
賀

中
央
信
用
金
庫
主
催
の「
し
が
ち
ゅ
う
し
ん
ビ

ジ
ネ
スマッ
チ
ン
グ
フェア
」が
ホ
テ
ル
ニュー
オ
ウ

ミ（
近
江
八
幡
市
）に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
回
目
に
な
る
同
フェア
で
は
、彦
根
・
近
江

八
幡
両
商
工
会
議
所
が
地
元
金
融
機
関
と
の

連
携
を
よ
り
強
め
て
い
く
目
的
で
、今
回
初
め

て
商
工
会
議
所
企
画
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
当
所
は
、11
日
の
企
画
を
担
当
し
、『
公
開
討

論
会―

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
』と
題
し

て
当
所
小
出
会
頭
、秋
村
近
江
八
幡
商
工
会
議

所
会
頭
、蔭
山
滋
賀
県
中
小
企
業
家
同
友
会
代

表
理
事
ら
が
ゲ
ス
ト
、沼
尾
滋
賀
中
央
信
用
金

庫
理
事
長
が
進
行
役
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
所
の
志
賀
谷
専
務
理
事
の
開
会
に
よ
り
討

論
会
は
始
め
ら
れ
、沼
尾
理
事
長
か
ら
地
域
で

の
課
題
や
解
決
策
、同
金
庫
への
要
望
な
ど
に
つ

い
て
ゲ
ス
ト
に
意
見
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
秋
村
会
頭
か
ら
は
、将
来
の
人
口
減
少
か
ら

地
域
経
済
が
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
や
、

彦根商工会議所HPトップページURL

▶登録用QRコード

※メールマガジンは
mail@hikone-cci.or.jpのアドレスで
配信されます。
携帯で迷惑メールフィルタをご利用の場
合は、このアドレスもしくは
「hikone-cci.or.jp」のドメインを許可リ
ストに登録してください。

http://www.hikone-cci.or.jp/

イ
モ
ム
シ
が
さ
な
ぎ
か
ら
蝶
に
な
る「
変
態
」の

よ
う
に
地
域
が
変
わって
い
く
べ
き
な
ど
の
お
話

を
さ
れ
ま
し
た
。

　
蔭
山
代
表
理
事
は
、ロマ
ン
経
営
と
現
実
経

営
か
ら
新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦
や
、県
中
小
企

業
振
興
条
例
の
活
用
等
に
つ
い
て
発
言
さ
れ
ま

し
た
。

　
小
出
会
頭
か
ら
は
、地
域
の
活
性
化
策
と
し

て
、①
差
別
化
、②
付
加
価
値
創
造
、③
起
業
推

進
、④
自
力・自
立
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
ブ
ラ

ン
デ
ィン
グ
の
重
要
さ
な
ど
の
意
見
を
述
べら
れ

ま
し
た
。ま
た
、同
金
庫
へ
の
要
望
と
し
て
、①

地
元
金
融
機
関
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
検
討
い

た
だ
き
た
い（
例
：
ま
ち
づ
く
り
会
社
な
ど
への

出
資
等
）、②
発
信
の
サ
ポ
ー
ト（
全
信
連
の
組

織
力
に
よ
る
情
報
発
信
・
展
示
会
）、③
フ
ァ
ン

ド
の
創
設（
起
業
家
や
海
外
展
示
会
出
展
等
の

支
援
）等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
時
間
の
関
係
で
、全
て
を
討
論
し
き
れ
な
かっ

た
感
は
残
り
ま
し
た
が
、出
席
し
た
１
６
０
名
に

とって
有
意
義
な
１
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

▶ゲストとして発言する当所小出会頭

▶沼尾理事長（右）の挨拶（オープニングセレモニー）

　当所理財部会（竹村雅人部会長）では、2012年の発刊以来話題
の『静かなる恐慌』の著者で、本誌にて『東京から離れて』が好評
連載中の滋賀大学経済学部准教授柴山桂太氏を講師に迎え、
オープンセミナーを開催します。
　柴山氏が、アマゾンブックランキングで経済書としては異例
のベストセラーとなったトマス・ピケティの『21世紀の資本論』
を解説します。過去300年間のデータを遡り、格差や不平等が
一貫して拡大する傾向にあることを指摘し、まったく新しい角
度から不平等のメカニズムに光を当てた経済書を解き明かして
いただきます。是非ご参加ください。

理財部会オープンセミナー
柴山桂太版「21世紀の資本論」

日　時　10月８日（水）17時30分開会
　　　　（17時受付開始、19時終了予定）
場　所　グランドデュークホテル６階会議室
　　　　（彦根市佐和町11-36）
講　師　滋賀大学経済学部准教授　柴山 桂太 氏
参加費　無料／定員80名
申込み・問合せ　彦根商工会議所  TEL.22-4551

　当地域で将来の働き手である若者の地元定着を促進すると
共に、彦根管内企業への優秀な人材確保を支援するため、下記の
通り「彦根地区学生就職支援面談会」を開催します。
　当日は企業毎にブースを設け、参加学生と自由に面談してい
ただけます。
　学生と接触できる良い機会ですので、奮ってご参加ください。

　７月に実施した改善入門コース「５Ｓと見える化」に続き、
今回は「ものの流れと整流化」をテーマに開催します。
 　生産現場において、ものをスムーズに流すことは生産性
向上の基本であり重要なテーマです。より具体的に理解す
るため、現場にて課題分析や改善案の検討を実践的に学び
ます。ものづくりの基本は同じですので、業種は異なっても
きっと役立つ研修となりますので、ぜひご参加ください。

　事業所を安定的・継続的に経営していくためには、しっ
かりと経営計画を作成することが欠かせません。今後の戦
略を見直す場合も、経営計画に基づくことが重要になりま
す。経営革新認定や各種補助金申請においても、将来の事
業計画は必ず求められます。そこで、実績豊富で、わかりや
すい説明と評価の高い講師をお招きし、経営計画作成セミ
ナーを開催します。

11月17日（月）午後２時～４時
彦根商工会議所４Ｆ大ホール
来春採用を予定されている事業所
平成27年３月に大学（院）、短期大学、高専・
専修学校等を卒業予定の学生および卒業後
3年以内の既卒者
無料
彦根商工会議所 TEL.22-4551
彦根商工会議所・彦根地区雇用対策協議会
彦根公共職業安定所

日　時
場　所
募集企業
参加対象学生

参加費
申込み・問合せ
主　催
協　力

参加企業募集中!!
彦根地区学生就職支援面談会を開催

　当所では、「彦根商工会議所メールマガジン」の会員登録を募
集しています。当所からのお知らせや各種情報をタイムリーに
お届けします。登録は無料ですので、ぜひご登録ください。パ
ソコンからは、当所ホームページからご登録ください。携帯電
話・スマートフォン等からは、QRコードを読み込んで空メール
を送る方法が便利です。

■ ものづくり塾改善実践コース
『ものづくりの現場を見て学ぶ
                     　　セミナー&現場研修』

■ 経営安定・ナイトセミナー
事業の将来性検討に役立つ！補助金・助成金申請に必須！

『作るなら今！経営計画作成セミナー』
～ご自身の経営を改めて見直しませんか～（2回シリーズ）

第1回　11月6日（木） 13：30～17：00
　　　　彦根商工会議所  会議室
内　容   ものの流れをスムーズにする整流化について 等
第2回　11月20日（木）13：30～17：00
             大東電材㈱彦根事業所
内　容　現場研修（生産現場説明・分析、グループ演習 等）
講　師　南山 賢悟 氏（K’s Business Factory 代表・中小
　　　　 企業診断士・技術士）他
対象者　製造現場管理者・現場リーダー等
受講料　会員2,000円・非会員6,000円（お1人・全2回分・
　　　　連続受講が望ましいが、それ以外も可）
定　員　20名（1事業所から複数名参加可）
申込み・問合せ：彦根商工会議所  TEL.22-4551

　経済のグローバル化が進む中、販路開拓や生産拠点の開
設等、中小企業の海外ビジネス展開において注目を集めて
いるのがASEAN（東南アジア諸国連合）です。過去10年に
高い経済成長を見せており、今後もその潜在力が注目され
ています。
　ASEANにおける事業展開での留意点や、進出日系企業の
現状、各国の最新情報等を知っていただくセミナー・個別相
談会を開催します。ぜひご参加ください。

■ 海外展開支援２ステップセミナー
『日本企業が注目する
         ASEANの“今”と進出企業の現状』
～御社にとってビジネスチャンスがあるのはどの国？～

① ASEANセミナー
日　時　11月11日（火） 14：00～16：00
場　所　彦根商工会議所  会議室
内　容　「海外展開を成功させるためには」、「ASEAN各
　　　　 国の現状」、「今注目の４ヶ国について」 他
② 個別相談会　
日　時　12月２日（火） 13：00～17：00
場　所　彦根商工会議所  会議室
講　師　中 洋介 氏（㈱フォーバル 海外ディビジョン ビジ
　　　　 ネスサポートグループ グループ長）
参加費　会員　無料／非会員 3,000円（①②共）
定　員　① 30人 ② ８社（各社30分）
※１事業所２名様まで。定員になり次第締め切り。　　　　
※①②続いての参加が望ましいですが、①のみ、②のみの参加も可能。

申込み・問合せ：彦根商工会議所  TEL.22-4551

日　時　11月26日（水）・12月３日（水）＜２回シリーズ＞

　　　　いずれも 18：30～21：00
場　所　彦根商工会議所　会議室
内　容　経営計画の有効性と作成の進め方、経営計画の
　　　　作成演習等
講　師　南山 賢悟 氏（K’s Business Factory代表）
参加費　会員 無料／非会員・一般6,000円（全２回分）
定　員　30人（定員になり次第締め切り）
申込み・問合せ：彦根商工会議所  TEL.22-4551

メールマガジン会員登録募集中！

詳細は　http://www.hikone-cci.or.jp

～ものの流れと整流化～

夜に開催 !!

▶ものづくり塾「改善入門コース」の様子

し
が
ち
ゅ
う
し
ん
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア

商
工
会
議
所
企
画
セ
ミ
ナ
ー
開
催
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10
月
は「
滋
賀
の 

ち
い
さ
な
企
業

　
応
援
月
間
」で
す
！

　
　
地
域
で
活
躍
す
る

　
小
規
模
事
業
者
を

中
心
と
し
た
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す 詳細・一覧は、滋賀県のホームページ

http://www.pref.shiga.lg.jp/f/chusho/ouengekkan.html
お問合わせ：TEL.077-528-3733
　　　　　　　滋賀県商工観光労働部中小企業支援課“

”

　滋賀県内中小企業の9割近くを占める小規模
企業は、地域経済や社会の担い手として大変重要
な役割を果たしていただいており、滋賀の経済や
社会が今後も持続的に発展していくためには、
“ちいさな企業”の活性化が必要不可欠です。そこ
で、小規模企業を中心とする中小企業（“ちいさな
企業”）が本県経済の持続的な発展の原動力とな
り、また、地域に貢献する企業として成長するよ
う10月を「滋賀の“ちいさな企業”応援月間」とし
て定め、行政、経済団体、支援機関、金融機関、大
学、NPO等の関係者が連携し、情報発信や支援
策、諸活動等を積極的に実施します。
■県の主な事業
滋賀の“ちいさな企業”元気フォーラム
日時　10月16日（木）13：00～17：00
場所　滋賀県立男女共同参画センター
　　　（近江八幡市鷹飼町80-4）
内容　“ちいさな企業”が持つ魅力や強みを活か
して滋賀の経済や社会を元気にしていくことを
目指し、講演会やパネルディスカッションを開催
します。

マッチングセミナー in 長浜
日時　10月23日（木）13：30～17：00
場所　長浜バイオ大学（長浜市田村町1266）
内容　ものづくり企業の経営者のための講演会
およびマッチング交流会を開催。名刺交換・情報
交換を通じて、同業種・異業種の企業とのヨコの
ネットワークを作るチャンスです！　
滋賀の女性経営者フォーラム
日時　10月28日（火）13：00～18：00
場所　ピアザ淡海 滋賀県立県民交流センター
　　　（大津市におの浜1-1-20）
内容　女性による起業をテーマに講演会やパネ
ルディスカッション、交流会を開催します。
 “ちいさな企業”施策説明会・相談会
上記の各フォーラム等の開催と併せ、中小企業の
方を対象とした施策説明会や専門家による相談
会を開催します。

青年部通信YEGOctober.vol7.308

彦根ばやし総おどり大会

須
坂
商
工
会
議
所
青
年
部
30
周
年
記
念
事
業
に
参
加

　
つ
い
先
日
、中
学
１
年
生
の
野
球

少
年
の
息
子
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
し
ま
し
た
が
、ボ
ー
ル
が
速
く
て

怖
い
ん
で
す
。彼
が
小
学
生
の
時
に

は
普
通
に
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
き

た
の
で
す
が
、身
体
も
大
き
く
な
っ

て
き
た
し
、足
の
サ
イ
ズ
は
私
と
同

じ
で
す
。

　
そ
し
て
も
う
一
人
、野
球
の
ル
ー

ル
も
解
ら
な
い
の
に
、高
校
野
球
と

巨
人
が
大
好
き
な
中
学
３
年
の
娘

が
い
る
の
で
す
が
、巨
人
の
誰
々
が

ホ
ー
ム
ラ
ン
だ
の
ゲ
ー
ム
差
が
ど

う
と
か
、詳
し
過
ぎ
る
の
で
す
。最

近
、盗
塁
の
意
味
が
わ
か
っ
た
よ
う

で
す
。そ
ん
な
巨
人
フ
ァ
ン
二
人
の

成
長
を
楽
し
み
な
が
ら
、私
は
今
日

も
静
か
に
阪
神
の
試
合
を
見
な
が

ら
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

前
川
金
属
㈱ 

前
川
泰
嗣

　
８
月
９
日
、友
好
提
携
を
結
ん

で
い
る
須
坂
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
30
周
年
記

念
事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、初
代
会
長
を

は
じ
め
歴
代
会
長
が
登
壇
す
る
と

い
う
演
出
に
、歴
史
の
重
み
を
感

じ
ま
し
た
。祝
賀
会
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
は
、東
京
ド
ー
ム
で
Ａ
Ｋ

Ｂ
48
と
共
演
し
た
、消
防
団
ラ
ッ

パ
隊
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
が
あ
り

ま
し
た
。サ
プ
ラ
イ
ズ
で
、私
た
ち

彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
も
登
壇
さ

せ
て
頂
い
た
時
、須
坂
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と

友
好
提
携
を
結
ぶ
経
緯
等
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。歴
代
会
長

同
士
の
熱
い
想
い
か
ら
縁
が
で

き
、絆
が
で
き
た
そ
う
で
す
。先
輩

た
ち
が
築
い
て
き
た
縁
や
絆
に
甘

え
る
事
な
く
、更
に
強
固
に
し
て

い
く
事
が
現
役
メ
ン
バ
ー
の
使
命

と
も
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
、須
坂
に
行
く
に
あ
た
り
、

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
同
じ
時
間
を

過
ご
せ
ば
過
ご
す
程
、互
い
の
事
が

分
か
り
合
え
、情
や
絆
が
で
き
る
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
一
生
の
内
で
45
才
ま
で
し
か
在

籍
で
き
な
い
青
年
部
、残
さ
れ
た
時

青年部伝言板

　子どもたちが好きなおしごとにチャレンジ
できる、「体験型ビジネステーマパーク」です。
おしごと体験やイベントを通じて楽しみなが
ら、社会のしくみや、彦根の魅力について学ぶ
機会として開催します。
■日 時：10月13日（月・祝）
　　　　10：00～16：00
■場 所：滋賀県立大学 交流センター
　　　　（彦根市八坂町2500）
■参加対象：小学生以上
　　　　（３歳以上から参加可・ブース有）
■参加料：［事前予約ブース］1,000円（２体験分）
　　　　　 ※予約受付は終了しました。
　　　　 ［当日予約ブース］無料
お問合わせ：彦根商工会議所青年部（彦根YEG）
　　　　　  TEL．0749-22-4551
　　　　　  　　（平日8：30～17：15）
                   http://www.hikone-yeg.jp/

　毎年恒例の彦根ばやし総おどり大会が８月８日
に開催されました。普段、踊りというものに縁のな
い私が、この日だけは法被と足袋で彦根の街を練り
踊り、夏の訪れを感じることができるのがこの総お
どりです。今年も楽しみにしていましたが、当日は
雨模様。でもかすかな晴れ間を信じて商工会議所
へ向かいました。
　今年の青年部の総おどりは、子どもたちと一緒に
という委員会の提案で、山車に子どもが乗って参加
できるようにと青年部メンバーお手製の山車を
作ってくださいました。始まる前から子どもたち
は山車に乗り大はしゃぎ、小雨になったところで会
場へ移動しました。しかし、残念ながら会場に着く
ころにはまた雨が降り出しました。主催者から中
止のアナウンスがあり、残念ながら子どもたちと一
緒に踊ることはできませんでした。しかし、少しで
も子どもたちのかわいい浴衣姿とはしゃぐ姿を見
られてよかったと思いました。また来年を楽しみ
にしています。　　　 　  ㈱nadeshico　細川雄也

NAVI
日商簿記
日　時　１1月1６日（日）
　　　　午前９時～（１・３級）
　　　　午後１時30分～（２・４級）
場　所　彦根商工会議所
受験料　１級 7,710円・２級 4,630円
　　　　３級 2,570円・４級 1,640円
申込方法
【窓口】受付中～10月17日（金）の期間中に当所
まで（受付：平日８時30分～17時15分）。
〔インターネット〕受付中～10月16日（木）の期
間中、当所ホームページより申込みできます。
受験料の他にネット受付手数料500円と受験票
郵送料82円が必要です。

検定試験
お問い合せ TEL. 22-４５５１（検定担当）

環境社会検定（eco検定）
日　時　12月14日（日）
            午後1時30分～
場　所　彦根商工会議所
受験料　5,400円
申込期間　9月30日（火）～10月31日（金）
〔WEB登録〕 http://www.kentei.org/
〔電話登録〕東京商工会議所検定センター
TEL.03-3989-0777（平日午前10時～午後６時）

　
去
る
９
月
５
日
、当
所
会
員
の（
株
）桑
原
組

様（
本
社
：
高
島
市
、桑
原
勝
良
社
長
、総
合
建

設
業
）よ
り
、災
害
時
に
役
立
つ
救
助
用
工
具

セッ
ト（
ス
コッ
プ
・ツ
ル
ハ
シ
・ハンマ
ー
な
ど
計

２１
点
）を
当
所
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
社
で
は
今
年
、創
業
５５
周
年
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、地
域
の
安
全
・
安
心
に
貢
献
す
る
た

め
県
内
の
自
治
体
や
公
共
機
関
、病
院
な
ど
計

５５
カ
所
へ
同
セッ
ト
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

R E P O R T  &  I N F O R M A T I O NR&I
災
害
救
助
用
工
具
を

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た▶（株）桑原組 宇田取締役（左）より

    工具セットを受けとる小出会頭

ち
ょ
っ
と
聞
い
て
〜
な

■わーくメッセ「出展者現地説明会・全体集会」10月1日（水）17時開会  於：滋賀県立大学 交流センター 第一研修室（八坂町2500）
■第32回商工会議所青年部近畿ブロック大会「箕面大会」10月4日 (土 )7時30分集合  於：大阪府箕面市（グリーンホール、スカイアリーナ他市内各地）
■わーくメッセ 10月13日（月祝）9時40分開会  於：滋賀県立大学 交流センター　■会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。

理
財
部
会 

幹
事
会

　
竹
村
雅
人
部
会
長

　
９
月
10
日 

当
所
に
て
開
催

■
部
会
活
動・会
員
増
強
につい
て　

第
７
回 

城
フ
ェ
ス
in
彦
根

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

　
中
川
哲
委
員
長

　
９
月
10
日 

当
所
に
て
開
催

■
事
業
計
画
案・募
集
につい
て

ひ
こ
ね
ブ
ラ
ン
ド
開
発
委
員

会
　
小
出
英
樹
委
員
長

　
９
月
24
日 

当
所
に
て
開
催

■
委
員
会
の
概
要・先
進
地
紹
介

　
プ
レ
ゼ
ン・今
後
の
ス
ケ
ジュー

　
ル
につい
て

Ｇ
Ａ
Ｔ
彦
根（
彦
根
異
業
種

交
流
研
究
会
）９
月
度
例
会

　
田
川
正
人
会
長

　
９
月
24
日 
彦
根
キ
ャッ
ス
ル

　
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
に
て
開
催

会
議 

開
催
報
告

第
８
回 

城
フ
ェ
ス
in
彦
根

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

　
中
川
哲
委
員
長

　
９
月
25
日 

当
所
に
て
開
催

■
広
報・チ
ケ
ッ
ト
販
売
計
画
に

　
つい
て

第
８
回 

業
務
革
新
委
員
会

　
清
水
克
己
委
員
長

　
９
月
26
日 

当
所
に
て
開
催

■
部
会
の
活
性
化・会
員
ニ
ー
ズ

　
調
査
報
告
書
につい
て

第
２
回 

彦
根
＆
ミ
シ
ガ
ン

国
際
交
流
会

　
９
月
2６
日 

ミ
シ
ガ
ン
州
立

　
大
学
連
合
日
本
セ
ン
タ
ー
に

　
て
開
催

第
４
回 

集
客
戦
略
推
進
委

員
会
　
木
村
泰
造
委
員
長

　
９
月
29
日 

当
所
に
て
開
催

■
彦
根
ま
ち
歩
き
マッ
プ
、次
な

　
る
資
源
等
につい
て

　
去
る
８
月
27
日
に
当
所
４
階
に

て
青
年
部
の
８
月
度
例
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。今
回
の
例
会
は
、青
年

部
が
全
国
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

国
や
県
、市
町
村
の
若
手
公
務
員

の
方
々
と
立
場
の
垣
根
を
取
り
払

い
、ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
意
見
を
出

し
合
っ
て
議
論
す
る
こ
と
に
よ

り
、よ
り
良
い
地
域
環
境
や
経
済

の
発
展
を
図
っ
て
い
こ
う
と
い
う

「
風
会
議
」と
呼
ば
れ
る
も
の
の
彦

根
版
と
な
り
ま
す
。

　
青
年
部
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
多

く
の
市
役
所
職
員
の
方
々
の
参
加

に
よ
り
51
名
で
の
会
議
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
参
加
人
数
か
ら
こ
の

事
業
に
対
す
る
お
互
い
の
熱
い
思

い
が
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
昨
年
か
ら
こ
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、今
回

で
２
回
目
の
会
議
と
な
り
ま
す
。

前
回
は
、初
の
試
み
と
い
う
事
で

お
互
い
を
知
る
と
い
う
部
分
か
ら

入
り
ま
し
た
が
、今
回
は
少
し
踏

み
込
ん
で
、市
役
所
が
現
在
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
等
に
関
し
て
意

見
を
広
く
求
め
た
い
と
い
う
事
か

ら
、４
つ
の
テ
ー
マ
を
出
し
て
も

８
月
度
例
会「
彦
根
版 

故
郷
の
新
し
い
風
会
議
」

ら
い
ま
し
た
。一
つ
の
テ
ー
マ
に

つ
き
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、合

計
８
グ
ル
ー
プ
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。色
々
な

意
見
が
飛
び
交
う
事
に
よ
り
、気

づ
か
な
か
っ
た
こ
と
や
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
、ま
た
、新
し
い
発
見

な
ど
前
向
き
な
内
容
が
飛
び
出

し
、同
じ
テ
ー
マ
で
も
違
っ
た
見

方
や
意
見
が
出
さ
れ
て
、と
て
も

有
意
義
な
時
間
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
例
会
後
は
場
所
を
変
え
、交
流

会
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う

に
仲
間
と
し
て
交
流
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、こ
れ
か
ら
の
彦
根
を
若

い
力
で
盛
り
上
げ
ら
れ
る
青
年
部

を
作
り
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
　

 （
有
） 

ザ
・
サ
ー
バ
ン
ト 

石
田 

裕
彦

を
ど
う
過
ご
す
か
は
、人
そ
れ
ぞ
れ

で
し
ょ
う
が
、今
し
か
で
き
な
い
事

を
一
生
懸
命
し
ま
し
ょ
う
！

　
縁
は
一
瞬
、絆
は
一
生
。青
年
部

に
入
っ
た
時
点
で
、縁
は
で
き
ま

し
た
。後
は
絆
を
ど
れ
だ
け
堅
い

も
の
に
で
き
る
か
は
、自
分
次
第

だ
と
考
え
さ
せ
て
頂
い
た
周
年
事

業
で
し
た
。

　
（
有
）ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
ズ　
髙
木 

圭
祐



不易流行 1213  彦根商工会議所通信

　
江
戸
時
代
末
期
の
弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）六
月
、犬
上
郡
開

出
今
村
の
尾
本
万
次
郎
の
次
男

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
京
都

寺
町
通
夷
川
の
浅
田
吉
助
の
徒

弟
と
な
っ
て
錺
金
具
職
の
技
術

を
学
び
、京
都
で
独
立
し
ま
し

た
。
明
治
七
年（
一
八
七
四
）、

親
戚
の
門
野
勘
次
の
養
子
と

な
っ
て
彦
根
上
魚
屋
町
に
移

り
、錺
金
具
職
の
仕
事
を
続
け

ま
し
た
。
製
糸
業
の
勃
興
に
と

も
な
っ
て
カ
ラ
ン
製
造
に
転

じ
、の
ち
に
バ
ル
ブ
製
造
に
進

み
ま
し
た
。
門
野
留
吉
の
も
と

に
多
く
の
弟
子
が
集
ま
り
、独

立
し
て
門
野
系
と
呼
ば
れ
る
バ

ル
ブ
工
場
を
開
業
し
て
ゆ
き
ま

し
た
。
門
野
留
吉
は
、四
十
九
町

の
門
野
徳
二
郎
を
養
子
に
迎
え

　
江
戸
時
代
前
期
に
活
躍
し
た

刀
工
。
姓
は
長
曽
根
、本
名
は
興

里（
お
き
さ
と
）。
越
前
出
身
で
、

も
と
は
甲
冑
師
で
し
た
が
、明

暦
年
間（
一
六
五
五
〜
五
七
）に

江
戸
に
出
て
、刀
工
に
転
じ
ま

し
た
。
虎
徹
は
、関
ヶ
原
の
戦
い

ま
で
長
曽
根
村
で
暮
ら
し
て
い

た
刀
鍛
冶
の
子
孫
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
彦
根
市
長
曽

根
町
に
は
、「
虎
徹
淬
刃
の
井

戸
」と
呼
ば
れ
る
古
井
戸
の
遺

構
が
あ
り
、長
曽
根
虎
徹
が
こ

の
井
戸
の
水
を
使
っ
て
刀
鍛
冶

の
技
を
磨
い
た
と
い
う
言
い
伝

え
が
あ
り
ま
す
。

（
参
考
文
献
　『
国
史
大
辞
典
』五
な
ど
）

彦根経済を創った事業と人物史７ 彦根市教育委員会 歴史民俗資料室   小林 隆

門野留吉
一八四七～一九〇八

虎 徹
生没年不詳

金
属
加
工
の
ま
ち
彦
根  
金
属
加
工
の
ま
ち
彦
根  
金
属
加
工
の
ま
ち
彦
根
彦
根
仏
壇
・
彦
根
バ
ル
ブ
の
歴
史
的
背
景
を
さ
ぐ
る

　
金
属
加
工
の
伝
統

　
彦
根
を「
金
属
加
工
が
盛
ん
な
ま
ち
」と
紹

介
す
る
と
、違
和
感
を
覚
え
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、彦
根

は
、日
本
国
内
で
有
数
の
バ
ル
ブ
生
産
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、彦
根
の
地
場

産
業
の
一
つ
で
あ
る
彦
根
仏
壇
の
生
産
に
お

い
て
も
、仏
壇
に
取
り
付
け
る
金
具
の
加
工

や
箔
押
し
の
作
業
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。こ
の

よ
う
な
彦
根
に
お
け
る
金
属
加
工
の
伝
統

は
、長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
も
の
で
あ

り
、彦
根
地
方
は
、古
く
か
ら
金
属
加
工
が
盛

ん
な
場
所
で
し
た
。

　
彦
根
市
本
庄
町
か
ら
田
原
町
に
広
が
る
芝

原
遺
跡
は
、古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か

け
て
の
集
落
遺
跡
で
す
が
、こ
こ
で
四
世
紀

後
葉
、日
本
最
古
級
の
鍛
冶
工
房
跡
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。ま
た
、彦
根
市
中
山
町
で
投
棄

場
を
建
設
す
る
に
あ
た
っ
て
、八
世
紀
後
半

の
製
鉄
炉
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。こ
の
キ
ド

ラ
遺
跡
の
発
見
に
よ
っ
て
、奈
良
時
代
の
彦

根
地
方
に
お
い
て
、大
規
模
な
製
鉄
作
業
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
彦
根
市
立
図
書
館
に
伝
わ
る
古
記
録
を
見

る
と
、安
土
桃
山
時
代
に
、彦
根
山
や
佐
和
山

付
近
に
、た
く
さ
ん
の
鍛
冶
職
人
が
い
て
、金

属
加
工
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。当
時
、彦
根
山
の
麓
の
西
側
と
東
側
に
、

長
曽
根
村
の
集
落
が
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
存

在
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、西
側
の
集
落
に

は
、十
数
人
の
刀
鍛
冶
が
暮
ら
し
て
い
た
と

い
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
刀
鍛
冶
は
、関
ヶ
原
の

戦
い
で
石
田
三
成
が
敗
れ
る
と
、各
地
に
逃

れ
ま
し
た
が
、越
前
に
移
住
し
た
刀
鍛
冶
の

子
孫
が
名
工
長
曽
根
虎
徹
で
あ
る
と
言
い
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、佐
和
山
城
下
の
西

側
に
あ
っ
た
石
ヶ
崎
町（
現
在
の
清
凉
寺
付

近
）に
は
、鍛
冶
職
人
が
集
ま
っ
て
暮
ら
し
て

い
た
と
い
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
初
め
に
、彦
根
山
に
お
城
が
築

か
れ
、そ
の
ま
わ
り
に
彦
根
城
下
町
が
造
成

さ
れ
た
際
に
、諸
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
鍛
冶

職
人
が
集
め
ら
れ
、お
城
や
城
下
町
の
建
設

に
た
ず
さ
わ
り
ま
し
た
。お
城
が
完
成
す
る

と
、彦
根
に
集
ま
っ
た
職
人
た
ち
は
本
国
へ

帰
り
ま
し
た
が
、な
か
に
は
彦
根
城
下
に
留

ま
っ
た
職
人
も
い
た
よ
う
で
す
。鍛
冶
職
人

が
集
ま
っ
て
暮
ら
し
た
彦
根
城
下
の
町
は
、

鍛
冶
屋
町
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。そ
の
場
所
は
、

本
町
一
丁
目
と
中
央
町
の
境
界
の
北
側
付
近

で
す
。

　
江
戸
時
代
前
期
の
彦
根
城
下
町
に
は
、鍛

冶
職
人
が
集
住
す
る
町
が
鍛
治
屋
町
以
外
に

も
あ
り
ま
し
た
。元
禄
八
年（
一
六
九
五
）に

作
成
さ
れ
た「
大
洞
弁
財
天
祠
堂
金
寄
進
帳
」

に
よ
る
と
、七
曲
が
り
の
西
部
に
位
置
す
る

後
三
条
町（
現
在
の
新
町
）に
は
、九
九
軒
の

町
家
が
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
う
ち
の
一
七

軒
が
鍛
冶
屋
で
し
た
。そ
し
て
、七
曲
が
り
に

は
、使
い
古
し
た
金
属
製
品
を
回
収
す
る
古

鉄
屋（
ふ
る
が
ね
や
）が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。後
三
条
町
に
は
古
鉄
屋
が
一
軒
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、善
利
中
町（
現
在
の
芹

中
町
）は
七
〇
軒
中
一
〇
軒
、大
橋
町
は
七
六

軒
中
二
三
軒
、岡
町（
現
在
の
元
岡
町
）は
六

五
軒
中
一
八
軒
、沼
波
町
は
一
〇
〇
軒
中
二

五
軒
が
古
鉄
屋
で
し
た
。江
戸
時
代
前
期
の

七
曲
が
り
で
は
、彦
根
城
下
町
や
城
下
町
近

郷
か
ら
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
金
属
製
品
を
古

鉄
屋
が
回
収
し
、後
三
条
町
の
鍛
冶
職
人
が

新
し
い
製
品
に
作
り
か
え
る
と
い
う
リ
サ
イ

ク
ル
の
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。彦
根
城
下
町

で
は
、七
曲
が
り
と
同
様
に
外
堀
の
外
側
に

位
置
す
る
彦
根
町・柳
町（
現
在
の
佐
和
町・

元
町
付
近
）に
も
古
鉄
屋
と
鍛
冶
屋
が
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

彦
根
仏
壇　

　
彦
根
仏
壇
は
、江
戸
時
代
前
期
の
寛
永
年

間（
一
六
二
四
〜
一
六
四
五
）に
彦
根
の
漆
器

業
者
が
京
仏
壇
に
な
ら
っ
て
製
造・販
売
を

開
始
し
た
の
が
、そ
の
始
ま
り
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。し
か
し
、仏
壇
が
庶
民
に
普
及
し

た
の
が
江
戸
時
代
中
期
以
降
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、仏
壇
業
が
彦
根
の
基
幹
産
業
に
ま

で
成
長
し
た
の
は
江
戸
時
代
後
期
で
は
な
い

か
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。『
滋
賀
県
産
業

要
覧
』（
一
九
二
一
年
刊
行
）な
ど
に
よ
れ
ば
、

明
治
維
新
前
後
の
彦
根
に
お
け
る
仏
壇
製
造

業
者
は
五
、六
戸
ほ
ど
で
し
た
が
、そ
の
後
増

加
し
て
、明
治
十
年
代
前
半
に
盛
況
を
極
め

た
と
い
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、粗
製
乱
造
が
問

題
と
な
っ
た
た
め
、明
治
三
十
六
年（
一
九
〇

三
）に
彦
根
仏
壇
業
組
合
が
組
織
さ
れ
、さ
ら

に
、明
治
三
十
九
年（
一
九
〇
六
）に
は
彦
根

仏
壇
同
業
組
合
が
結
成
さ
れ
、厳
格
な
品
質

管
理
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ

の
結
果
、彦
根
の
仏
壇
業
が
復
興
し
、大
正
四

年（
一
九
一
五
）に
は
、彦
根
の
仏
壇
製
造
戸

数
が
三
五
戸
と
な
り
ま
し
た
。

　
彦
根
仏
壇
は
、さ
ま
ざ
ま
な
職
人
の
分
業

に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は

良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。大
正
四
年
の
彦
根

に
お
け
る
仏
壇
製
造
従
事
者
は
、生
地
製
造

人
一
四
一
名
、塗
師
職
一
〇
五
名
、蒔
絵
職
二

〇
名
、箔
押
職
七
一
名
、金
具
職
六
三
名
、彫

刻
師
四
一
名
、屋
根
師
四
四
名
、高
欄
師
一
七

名
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。彦
根
仏

壇
の
製
造
に
多
く
の
金
属
加
工
職
人
が
携

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。彦
根
仏

壇
の
金
属
加
工
の
技
術
は
高
く
評
価
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
、昭
和
六
年（
一
九
三
一
）に
大

阪
城
天
守
閣
が
再
建
さ
れ
た
と
き
、彦
根
仏

壇
の
職
人
に
天
守
閣
の
金
具

の
製
作
が
ま
か
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

　

彦
根
バ
ル
ブ

　　
彦
根
バ
ル
ブ
の
始
ま
り
は
、

明
治
時
代
前
期
に
、仏
壇
の
錺

金
具
職
人
だ
っ
た
門
野
留
吉

が
カ
ラ
ン
の
製
造
を
始
め
た

こ
と
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。本

シ
リ
ー
ズ
の
初
回
で
説
明
し

た
よ
う
に
、明
治
十
一
年（
一

八
七
八
）に
彦
根
製
糸
場
が
開

業
す
る
と
、彦
根
地
方
に
お
い

て
製
糸
工
場
が
次
々
と
誕
生

し
ま
し
た
。製
糸
工
場
で
は
、

糸
を
紡
ぐ
た
め
の
器
械
に
た

く
さ
ん
の
カ
ラ
ン
が
取
り
付

け
ら
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
新
た
な
需
要
を

ふ
ま
え
て
、門
野
留
吉
は
、錺
金
具
職
か
ら
カ

ラ
ン
製
造
に
転
じ
ま
し
た
。そ
し
て
、明
治
二

十
八
年（
一
八
九
五
）に
、カ
ラ
ン
製
造
用
の

鋳
物
施
設
と
旋
盤
を
利
用
し
て
砲
金
製
バ
ル

ブ・コ
ッ
ク
を
製
造
し
、大
阪
地
方
へ
販
売
し

ま
し
た
。

　
明
治
三
十
年
代
ま
で
の
バ
ル
ブ
製
造
は
、

四
、五
名
の
職
工
に
徒
弟
が
そ
れ
ぞ
れ
つ
き
、

旋
盤
と
ボ
ー
ル
盤
で
生
産
を
行
う
と
い
う
形

態
が
一
般
的
だ
っ
た
よ
う
で
す
。と
こ
ろ
が
、

明
治
四
十
一
年（
一
九
〇
八
）に
呉
の
海
軍
工

廠
か
ら
大
量
の
船
用
バ
ル
ブ
の
注
文
が
入
る

と
、門
野
留
吉
と
吉
川
金
三
郎
の
二
人
が
共

同
で
注
文
に
応
じ
、業
界
協
同
の
道
が
ひ
ら

か
れ
ま
し
た
。ま
た
、同
じ
頃
に
、大
量
生
産

に
対
応
す
る
た
め
、鋳
物
を
鋳
物
工
場
、機
械

加
工
の
下
請
け
を
系
列
工
場
に
そ
れ
ぞ
れ
ま

か
せ
、親
工
場
で
製
品
を
完
成
さ
せ
る
と

い
っ
た
分
業
作
業
も
一
般
化
し
ま
し
た
。

　
大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）に
関
東
大
震
災

が
発
生
し
、東
京
の
バ
ル
ブ
工
場
が
壊
滅
的

な
被
害
を
う
け
る
と
、関
西
地
方
の
バ
ル
ブ

業
界
に
大
量
の
注
文
が
振
り
向
け
ら
れ
、彦

根
で
も
バ
ル
ブ
工
場
が
増
加
し
ま
し
た
。大

正
時
代
初
期
に
は
八
社
だ
っ
た
の
が
、大
正

時
代
末
期
に
は
一
八
社
に
増
え
ま
し
た
。そ

し
て
、鋳
鉄
弁
の
バ
ル
ブ
生
産
で
は
、全
国
の

四
〇
％
を
占
め
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

▶1931年大阪城天守閣の金具を彦根の職人が担当（写真 :彦根仏壇事業協同組合提供）

▶彦根御山絵図（部分）  慶長５年（1600）の関ヶ原の戦い直後の様子を描いたもの。彦根山の西と東に長曽根村の集落が描かれている。（彦根市立図書館蔵）

て
家
業
を
譲
り
、明
治
四
十
一

年（
一
九
〇
八
）十
二
月
八
日
に

亡
く
な
り
ま
し
た
。

（
参
考
文
献
　『
彦
根
バ
ル
ブ
の
歩
み
』な
ど
）

▶門野留吉翁顕彰碑除幕
『彦根バルブの歩み』より。この顕彰碑は
明性寺の境内に建立されたもので、昭和
16年12月8日に除幕式が行われた。▶虎徹の井戸（長曽根町）

（
参
考
文
献　
『
新
修
彦
根
市
史
』第
一
巻・第
三
巻・第

十
一
巻
、『
彦
根
バ
ル
ブ
の
歩
み
』な
ど
）
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当所では、国・県・市の公的融資制度のあっせん・紹介をしてい
ますが、ご利用いただいたことはありますか。

「ほとんど利用していない」「まったく利用していない」とご回答い
ただいた方にお聞きします。利用されない理由は何でしょうか。

　「まったく利用していない」「ほとんど利用していない」が76％を占めています。今後、公的融資制度の周知・利用促進に努め、会員事業所
の安定的な資金繰りに寄与してまいります。

6．商工会議所へのご意見・ご要望
　総コメント数、81件を頂戴しました。個別の掲載は控えますが
「叱咤・激励」等々、多くのコメントをいただき、ありがたく厚く御
礼申し上げます。
　業務革新委員会では、委員全員でコメントを共有させていただ
くと共に、全職員が確認させていただきました。
　今後、会員事業所への訪問を充実していき、個別のご意見・ご要
望にお応えしてまいります。

　今回の「会員ニーズ調査」は、回収率が60％を超えま
した。
　業務ご多忙の中にも関わりませず、真摯にご回答・ご記
入いただき誠に有難うございました。改めまして厚く御礼
申し上げます。
　この結果を踏まえ、会員満足度を更に追求し、彦根商工会
議所事業の在り方を再確認させていただきました。会員事
業所のための商工会議所事業に取り組む所存でございま
す。より一層のご協力をお願い申し上げます。
　なお、本ニーズ調査結果につきまして、お気付きの点がご
ざいましたら事務局までお申し出いただければ幸いです。

　両団体とも創立30年を超え、認知度は非常に高い。期待する活動内容も多岐にわたり、今後の事業運営の推進に参考にしていただきます。

当所では、経営相談（秘密厳守）を随時お
受けしていますが、ご相談いただいたこ
とはありますか。

「よく相談している」「ときどき相談してい
る」とご回答いただいた方にお聞きします。
相談されて効果はありましたか。

「ほとんど相談していない」「まったく相談し
ていない」とご回答いただいた方にお聞き
します。相談されない理由は何でしょうか。

3．女性会・青年部

　当所事業の重要なウェイトを占める各種相談については、84％の方が「まったく相談していない」「ほとんど相談していない」と回答され
ています。
　一方、「よく相談している」「ときどき相談している」方々は、90％の方が「効果があった」と回答されています。
　今後、この結果を踏まえ、会員事業所への訪問を増やし各種経営相談の周知を図ると共に、気軽に来所していただきやすい環境づくりに努
めていきます。

よく相談している 3%

ほとんど相談していない
23%

ときどき相談している
13%

まったく相談していない
61%

まったく効果がない
2%

ほとんど効果がない
5%

すこし効果があった
38%

大変効果があった
55%

的確なアドバイスを
してもらえない 2%

相談したいけど、
日時が合わない

13%

その他
（社内で相談している 等）

24%
他に相談している

（金融機関・税理士・社労士等）
61%

よく利用している
7%

ほとんど利用していない
18%

ときどき利用している
17%

公的融資制度に魅力がない
2%

金融機関に相談している
56%

まったく利用していない
58%

利用条件面で合わない 10%

その他
（資金的に必要がない 等）

32%

会員交流・
ビシネスマッチング

7%

工場誘致 7%

ものづくり
（地場産業振興、新技術開発等）

　12%

10年以内に
廃業する予定である

12%

10年以上先には
廃業する予定である

12%

同業者等、他の資本との合併・
または事業売却をしたい

1%

その他 19%

後継者対策は
万全である
12%

その他 6%

当所に女性会・青年部がありますが、それぞれご存知ですか。 女性会・青年部の活動にどのような期待をされますか。

両方とも知っている
 70%

両方とも知らない
11%

青年部は知っている
19%

社会・環境奉仕活動
9%

その他 5%

行政への政策提言活動
9%

官民一体となった
街づくり事業
16%

経営者の資質向上のための
研修会・講演会

25%

地域活性化のためのイベント
36%

　現経営者の年齢・事業将来性を分析した数値になっていないため、数値に関するコメントは控えさせていただきます。
　当所といたしましては、後継者問題は大変重要な問題と認識しており、個別対応の充実を促進してまいります。

4．後継者問題

御社では、後継者問題について何らかの対策をされていますか。 御社の未来展望について、お尋ねします。1．各種経営相談

2．融資のあっせん・紹介

会員ニーズ調査結果報告
　彦根商工会議所業務革新委員会（委員長：清水克己氏）は、会員事業所の率直なご意見・ご要望をお聞
きすることと、当所事業等を見直すことを目的に会員ニーズ調査を実施致しました。
　ご回答いただきました会員事業所の皆様には、ご多忙中にもかかわりませず、快くご記入・ご回答賜り
お礼申し上げます。
　ここでは、先月号に引き続き集計結果を掲載します。今回は、
「各種経営相談」「融資のあっせん・紹介」「女性会・青年部」「後継者
問題」「今後取り組むべき事業」「商工会議所へのご意見・ご要望」
の６項目を掲載します。

会員ニーズ調査
１．実施期間→平成26年3月～7月
２．調査対象先→1,537事業所（全会員）
３．調査回収事業所→934事業所
４．回収率→60.76％

　彦根商工会議所業務革新委員会

後継者対策について
今は考えていない

33%

当面の間、
対策は必要ない

17%

後継者対策について
課題を抱えている

16%
現在、対策を
講じている
16%

　「まち・ひと・ものづくり」事業を望む方が47％を占め、次に「国・
県・市への要望活動」「彦根ブランド」「観光振興」と、多岐にわたり
ます。
　今後、当所事業計画の立案等は、会員事業所の要望を更に考慮し
てまいります。

5．今後取り組むべき事業

今後、商工会議所事業としてどのような分野に重点的に取り組
むべきだと思われますか。

後継者に引き継ぎ、
現事業を拡大させたい

40%

後継者に引き継ぎ、
新分野に進出したい

16%

ベンチャー・創業支援 5% その他 1%

まちづくり
（商店街振興、都市計画等）

21% 

ひとづくり
（人材育成、資質向上等）

　14%

彦根ブランド11%

国・県・市への要望活動
11%

観光振興11%
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地域経済データ

しがぎん経済文化センター「滋賀県内企業動向調査」より

湖東地域の景況感は厳しい状況が続く
人手不足の企業が５割超

　㈱滋賀銀行のシンクタンクである㈱しがぎん経済文化センタ
－では、四半期ごとに「滋賀県内企業動向調査」を実施している。
今回「2014年第３四半期（7－9月期）」の調査では、940社を
対象に475社からの回答を得た。このうち、湖東地域（彦根市・
愛荘町・豊郷町・甲良町・多賀町）からの回答は64社だった。

業況判断DIは２四半期連続のマイナス
　湖東地域の現在（7－9月期）の“自社の業況判断ＤI”は、前回（4－

6月期）の－8から8ポイント下落の－16と、２四半期連続で下落

し、マイナス幅は２ケタに達した。「消費増税の影響で売上が減少し

ている」（小売、サービス）、「原材料価格の高止まりと円安による輸

入品の仕入価格の上昇分を価格転嫁できていない」（卸売）など、特

に非製造業での景況感の落ち込みが目立った。前回調査時点での7

－9月期の見通しは＋4だったが、景況感はさらに悪化となった。

　3カ月後は、「新規得意先からの受注が増加する見込み」（製造）、

「盆明けから出荷ベースが多くなってきた」（小売）など、製造業と

非製造業で改善の兆しがみられるが、建設業で「受注金額が減少し、

見通しがたたない」など、悪化が予想される。全体では11ポイント

上昇するが、－5とマイナス水準にとどまる見通しである（図１）。

　“自社の業況判断ＤI”を県内の地域別にみると、甲賀（＋6）、湖

西（＋15）の２地域はプラス水準となったものの、湖東（－16）を

含めた５地域ではマイナス水準が続いており、県内全体では前回

から１ポイント下落し－10となった。湖東の前回からの下落幅

（－8）は、大津、湖西（ともに－12）に次いで３番目に大きくなって

いる。また、現在の水準（－16）は湖南（－17）に次いで低水準となっ

ている。

　３カ月後は、大津を除いた6地域が改善に向かうとみられるが、

湖東（－5）は県内全体（－2）を下回る見通しである（図２）。

　

人手不足対策として中途・正社員採用を拡充
　「人材確保のための対策」についてたずねたところ、「中途採用の
拡充」が50.0％、「正社員採用の拡充」が40.0％となった。次いで
「パート・アルバイトの採用拡充」（25.0％）、「シニア人材の活用」
（25.0％）が続いた（図６）。

　

「指導的地位」に占める女性の割合「３割以上」は
１割未満
　「女性の割合」についてたずねたところ、全従業員に占める女性
の割合が「５割」以上と回答した企業は27.8％となり、県内全体
（18.4％）を大きく上回った。正社員、管理職、経営陣に占める女性
の割合については県内全体と大きく変動はなかった。
　指導的地位（管理職）に女性が占める割合が、2020年の政府目標
である「３割以上」と回答した企業は7.5％と、１割を下回った。
「１割未満」とする企業は77.8％と、約８割を占めた（図７）。

　
（寄稿：㈱しがぎん経済文化センタ－）

業況判断DI…「かなり良い」「やや良い」の回答割合から「やや悪い」
「かなり悪い」と答えた企業の割合を引いた値
売上DI…「増加」の回答割合から「減少」の回答割合を引いた値
地域表示の区分
大津地域…大津市／湖南地域…草津市・守山市・栗東市・野洲市／
東近江地域…東近江市・近江八幡市・日野町・竜王町／甲賀地域…
甲賀市・湖南市／湖東地域…彦根市・愛荘町・豊郷町・甲良町・多賀
町／湖北地域…米原市・長浜市／湖西地域…高島市

【用語の説明、注意点】
・

・
・

欠員の補充に
時間がかかる

欠員が補充
できない

事業計画の
延期・縮小

時間外労働の増加
など人件費の上昇

図６　人材確保のための対策
　　（湖東地域の上位４項目　複数回答　ｎ＝60）

　湖東地域の現在の“売上ＤI”は、「売上が10％増加した」（製造）と
の企業もあり、前回の＋8から5ポイント上昇の＋13となった。
　地域別では、湖東を含めた４地域で上昇したが、大津・湖南の県
南部地域は大幅に下落した。県内全体では２ポイントの下落（＋２
→±0）となった。
　３カ月後は、湖東は15ポイント下落（＋13→－2）で再びマイナ
スに転じ、県内全体（－2）と同水準になる見通しであり、厳しい状
況が続くと考える企業が多いようだ（図３）。

　
５割以上の企業で不足感
　現状で「人手不足を感じているか」をたずねたところ、湖東地域
では「かなり感じている」が15.9％で、「ある程度感じている」
（38.1％）と合計した「人手不足を感じている」企業は54.0％と５割
を超えた。県内全体（52.2％）と比較するとやや高く、1.8ポイント
上回った。
　業種別にみると、「人手不足を感じている」の割合は、湖東地域の
製造業では59.2％と6割近くにのぼり、県内全体（44.2％）を15.0ポ
イント上回った。一方で、建設業と非製造業では、それぞれ44.4％、
51.8％と、県内全体を下回った。県内全体では建設業で最も不足感
が強く、次いで非製造業、製造業と続いたが、湖東地域では製造業が
最も不足感が強く、県内全体とは逆の結果となった（図４）。

　

人材確保に苦戦
　「人手不足を感じている」と答えた企業に「人手不足でどのような
影響がでているか」をたずねたところ、「欠員の補充に時間がかかる」
が70.6％と７割を超えた。次いで「欠員が補充できない」（38.2％）、「時
間外労働の増加など人件費の上昇」（32.4％）が続いた（図５）。
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図５　人手不足でどのような影響が出ているか 
　　（湖東地域の上位４項目　複数回答　ｎ＝34）
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不易流行 1819 彦根商工会議所通信

●「彦根市経済活性化対策住宅改修等促進事業」のお知らせ
　 第２回受付開始

●公正取引委員会講演会

　彦根市では、地域経済の活性化および居住環境の向上を図るた
め、従来の「彦根市緊急経済対策住宅リフォーム促進事業」を廃止
し、市内に本社がある法人または市内に住所がある個人の施工業
者を利用して住宅の改修等を行う場合に、その経費の一部を助成
する新しい制度を始めました。
　より多くの市民の皆様にご利用していただくため、新制度では、
旧制度から次の３点の改善を行いました。
▶助成対象工事の範囲を増築や外構工事までに拡大
▶事前申込みの受付回数を年１回から年２回に増加（今回は２回
目の受付になります）
▶申請者の手続の回数を、３回（事前申込み・交付申請・実績報告）
から２回（事前申込み・交付申請（兼実績報告））に縮減

　近年、取引上の強い立場を利用して、一方的に不当な協賛金を
要求したり、正当な理由なく下請代金を一方的に減らす、消費税
引上げ分を支払わないといった、中小事業者に不当な不利益を与
える行為が跡を絶ちません。公正取引委員会は、こうした不公正
な行為を取り締まるとともに下請事業者が受けた不利益を回復
させるなど、独占禁止法・下請法・消費税転嫁対策特別措置法の
執行を通じて、公正な取引慣行を推進しています。このほか、価
格カルテル・入札談合の摘発、合併等の企業結合審査なども行い、
公正かつ自由な競争の維持・促進を図っています。このような公
正取引委員会の活動内容を広く知っていただくとともに、ご意
見・ご要望等をお伺いするための講演会を開催いたします。
　当日は、独占禁止法・下請法・消費税の転嫁拒否行為等に関す
る相談・質問を無料でお受けするコーナーも設けます。

　当所では、一般社団法人全国労働保険事務組合連合会滋賀支部
との共催で、中小企業の皆様を対象とした「労働保険事業主説明
会」を開催します。
　この説明会では、滋賀労働局ほか関係各機関から、労災保険・雇
用保険制度や各種助成金制度などについて解説しますので、実務
ご担当者の出席をお願いします。

住宅の改修等を市内業者で施工すると、
改築、修繕等経費の一部を助成します。

成長の基盤たる競争政策と公正取引委員会」

日時　11月12日（水）13：00 ～ 14：30
場所　ピアザ淡海 2階 207会議室
           （滋賀県立県民交流センター 大津市におの浜1-1-20）

講師　公正取引委員会事務総長 中島 秀夫氏
定員　80名（参加無料、先着申込み順）
申込先    公正取引委員会近畿中国四国事務所総務課
        TEL.06-6941-2173 FAX.06-6943-7214
           詳細はホームページをご覧ください。

        http://www.jftc.go.jp/
            regional_office/kinki/index.html

日時　 11月19日(水) 13：30 ～ 16：00
場所　 ひこね燦ぱれす２階会議室（彦根市小泉町648-3）
内容
①労働保険（雇用・労災）制度について　
②雇用保険二事業・雇用安定事業にかかる各種助成金について
③滋賀労保連からのお知らせ 他
受講料　無料
問合先   彦根商工会議所
            労働保険事務組合まで  TEL 22-4551

労働保険事業主説明会のご案内

滋賀県最低賃金改正のお知らせ
時間額746円

【平成26年10月9日発効予定】 
これまでの時間額730円から16円アップ 。パートや
アルバイトなどの雇用形態にも適用されます！

　過去最多の316企業・団体（うち新規出展102企業・団体）が出
展し、新設した水環境ビジネスゾーンをはじめ、エネルギー、リサイ
クル、エコプロダクツなど環境ビジネスに関する幅広い分野の製
品・技術・サービスが一堂に展示され、活発な商談が行われる。
　また、次世代エネルギーとして注目されているメタンハイドレー
トをはじめ環境に関する多彩なテーマのセミナーや、出展者の最新
技術・製品に関するプレゼンテーションも併催され、環境ビジネス
に携わる方にとって、見逃せない３日間となる。

会　場　滋賀県立長浜ドーム(JR田村駅から徒歩5分) 
※会場周辺には駐車場が一切ありませんので、JR・シャトルバスでご来場ください。

入場料　無料（セミナーは事前申込が必要）
問合先　びわ湖環境ビジネスメッセ実行委員会
　　　　TEL.077-528-3793
　　　　http://www.biwako-messe.com/　

受付期間   １０月１日（水）～１１月１０日（月）
                    ※平日 ８：30～１７：15
問合先　      彦根市商工課（〒522-8501彦根市元町4-2）
                  TEL.0749-３０-６１１９  ＦＡＸ.0749-２４-９６７６

10 月 イ ベ ン ト ガ イ ド
光の祝祭 彦根城ライトアップ
　  「ひこね夢灯路」
▶開催中～１２／７（日）
　１８：００～２１：００
▶彦根城周辺
彦根城天守や内濠の石垣、佐和口多
聞櫓などが、夜の静寂のなかに紅葉
と共に浮かび上がります。（17時以降
は城内への入場不可）

（公社）彦根観光協会 TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com

花しょうぶ通り
     ナイトバザール
▶10／11(土）17：00～（雨天決行）
▶花しょうぶ通り商店
“１００円で買える幸せ”恒例のナイト
バザール

花しょうぶ通り商店街(振）
TEL.22-1026（いと半老舗）
第４回
彦根YEGわーくメッセ
～キッズおしごと探検隊～
▶1０／1３（月・祝）
10：00～16：00（雨天決行）
▶滋賀県立大学交流センター周辺
こどもが主役！おしごと体験を通じて、
楽しみながら社会のしくみを学んでも
らえる「来場者体験型ビジネステーマ
パーク」※詳細は本誌９ページに掲載

彦根商工会議所青年部 TEL.22-4551
http://www.hikone-cci.or.jp

ご当地キャラ博
　　  in彦根2014
▶1０／1８（土）・1９（日）
　9：00～15：00
　（交通規制８：00～１６：00）
▶彦根市中心市街地商店街一帯
『ご当地キャラで日本を活性化』を
テーマに、ご当地キャラの聖地「彦
根」で始まったイベント。全国のご当
地キャラとふれあうことができ、名産

品やグッズが買えるブースや各キャラ
クターのＰＲステージが行われます。

ご当地キャラ博in彦根実行委員会事務局
TEL.22-1130

ぼくらのこころを熱く
するひこねの魅力体験！
▶１０／２５（土）９：００～１５：５０
　（雨天時予備日 １０／２６（日））
▶大手門前保存用地・玄宮園・彦根
　城城山一帯
彦根の歴史文化に触れ、上空から彦根
城を眺めよう！茶道・箸研ぎ・彦根城ソ
ムリエ・ランタン作りのうち１つを体験
し、気球搭乗の権利をゲットしよう
（事前申込制、先着順、参加無料）。
赤備え兜作り体験では、手作りの兜を
並べて「心」の文字を作り、気球から撮
影します（事前申込不要、参加無料）。

（公社）彦根青年会議所TEL.22-7522
滋賀大学経済学部講演会
『韓国経済の現状と
　　 今後の日韓関係』
▶10／30（木）16：00～18：00
▶滋賀大学経済学部講堂
▶講師 三橋貴明氏（経世論研究所所長・

経済評論家）

▶定員200名（先着順）▶入場料無料
講師に著作・テレビ・インターネット
等で大活躍の三橋貴明氏を迎え、韓
国経済の本質と問題点や、日本の対
処すべき処方箋、中国との関係も踏
まえたお話を伺います。

滋賀大学経済経営研究所
TEL．27-1047

ひこねキャンドルナイト
▶１１／１（土）16：30～20：30
（予備日 １１／４（火））
▶夢京橋キャッスルロード・スミス
　記念堂・宗安寺境内
今年も「大一大万大吉 ̶One for 
All , All for One̶」をテーマに開
催。赤いキャンドルグラスに火を灯
し、城フェスを盛り上げます。

ひこねキャンドルナイト実行委員会
TEL.27-5501
http://www.ii-ii.jp/

彦根いい秋散策プラン
▶１０／１（水）～１１／３０（日）
▶市内全域
観光スポット案内やイベント情報、ス
タンプ＆シールラリーが掲載された特
典クーポン付きガイドブックを発行。
彦根商工会議所 TEL.22-4551
http://www.hikone-cci.or.jp

かんたん変身体験・
ヨロイ（甲冑）変身体験
▶1０／25（土）・26（日）
10：00～12：00、13：00～15：00
▶八景亭（玄宮園西口券売所横）
かんたん変身体験（１人500円）では、
簡易な衣装で町娘や侍に変身。子ども
衣装もあります。ヨロイ変身体験（1人
1000円）は、井伊家の赤備えヨロイで
戦国武者に。予約不要。

彦根商工会議所 TEL.22-4551
http://www.hikone-cci.or.jp

稚児行列・井伊直弼公稚児行列・井伊直弼公
奉告祭
▶10／26（日）９：30～11：30頃
▶井伊直弼公銅像前（金亀公園）
就学前の幼児による稚児行列が市役
所から直弼公銅像まで練り歩きます。
奉告祭は、１３代藩主井伊直弼公を顕
彰し讃える行事です。

（公社）彦根観光協会 TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com

交流都市と彦根の観光
と物産展
▶10／31（金）～１１／３（月・祝）
10：00～17：00（最終日は16：00まで）
▶ひこね市文化プラザ駐車場
彦根の特産・名産、姉妹城都市の高松
市・親善都市の水戸市等の物産を数多
く取り揃えています。横浜市・長崎市・
敦賀市も出店されます。フリーマー
ケットも同時開催。

（公社）彦根観光協会 TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com

小江戸彦根の
城まつりパレード
▶１１／３（月・祝）13：00～15：00
▶彦根城周辺
城まつりのメインイベント。子ども大名
行列、彦根町火消し列、井伊の赤鬼家臣
団列など総勢1,100名による華やかな
時代絵巻。城東小学校～京町通り～駅
前お城通り～いろは松～彦根城内～彦
根東高校～夢京橋～本町～中央町～
銀座～城東小学校をパレードします。

（公社）彦根観光協会 TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com

井伊直政公顕彰式
▶１１／３（月・祝） 9：30～
（小雨決行、雨天時は内容一部変更あり）
▶井伊直政公銅像前（JR彦根駅前広場）
彦根藩初代藩主井伊直政公の功績を
顕彰する式典。ひこにゃん、ひこどんも
登場して盛り上げます。

彦根商工会議所青年部 TEL.22-4551
http://www.hikone-cci.or.jp

彦根鉄砲隊演武
▶１１／３（月・祝）14：00頃（予定）
▶彦根城表門橋付近土手
彦根商工会議所青年部古式銃研究会
「彦根鉄砲隊」による稲富流砲術の披
露。赤よろい姿での演武は迫力満点。

YEG 古式銃研究会 TEL.22-4551
http://www.hikone-cci.or.jp

赤に備えよ！
▶１１／８（土）10：00～18：00
　　　９（日） ９：00～17：30
▶四番町スクエア・夢京橋キャッスル
ロード・花しょうぶ通り商店街・彦根城等
彦根と戦国サブカルチャーを楽しむこ
とを目的に、コスプレイベントや声優
トークショー等が開催されます。 「井
伊の赤備え」にちなみ、当日「赤い格
好」でお越しいただいた方にはさまざ
まな「赤備え特典」があります。

赤に備えよ！実行委員会 TEL.22-0520
http://viwacos.fanweb.jp/red/

10：30～11：00  ／ 13：30～14：00  彦根城本丸（天守前）
15：00～15：30  彦根城博物館前（冠木門）
彦根市観光振興課  TEL.30-6120  公式HP  http://hikone-hikonyan.jp/

10月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有り

●

毎月 彦根事務所にて開催中

日本最大級の環境産業総合見本市

入場無料［最終日16：00まで］10:00～17:00



明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

彦根市松原町1377／予約専用電話 0120-28-2667
宴会最大80名／駐車場あり（15台）／彦根市内への送迎承っております。
http://www.futabasoh.com/

●〔宿泊〕同窓会・グループプラン
　 １泊２食　飲み物付
　 17,000円より（税込）
●〔日帰り〕同窓会・グループプラン
　 会席料理　飲み物付
　 8,000円より（税込）
※８名様以上でご予約ください。

有効期限2014年10月31日まで 有効期限2014年10月31日まで有効期限2014年10月31日まで

有効期限2014年10月31日まで 有効期限2014年10月31日まで有効期限2014年10月31日まで
他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

人気のコースメニューがリニューアル！
定番料理のコース●福コース 2,800円 ※２名～
季節の素材を使ったコース●禄コース 3,800円 ※２名～
高級食材を使ったコース●寿コース 4,800円 ※２名～／要予約

１グループ１枚のご利用とさせていただきます。

また、他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

飲食代５%OFF
他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

1枚につきお１人様限り有効

ワンドリンクサービス

中国四大料理の一つ「四川料理」。
招禄では四川料理のもつ七大味の
「麻」「辣」「甜」「鹹」「酸」「苦」「香」をベースに
幅広い味わいのご提供を心がけております。

彦根市河原２丁目2-6（花しょうぶ通り商店街）／ tel.0749-22-7116
営業時間 ランチ11：30～15：00（LO14：30）／ディナー17：30～22：00（LO21：30）
駐車場有り／定休日 月曜（祝日の場合は翌日）

※メニューは仕入等の都合により
　変更する場合があります

全室から琵琶湖を一望！
旬の食材と
湖国の味覚を取り入れた
料理をご堪能ください。

JR彦根駅からすぐ!!
広東料理をベースとした本格中華料理を
ゆったりとした空間でお楽みいただける
お店です。

彦根市旭町9-11 石原ビル4・5階  TEL.0749-24-3570
営業時間　11：00～ 13：30　17：00～ 22：00（L.O）

■サービスランチ
　　　　1,000円
■宴会コース
　　　 3,000円～
＊無料送迎バス承ります
　（要予約）

宿泊・宴会のご利用日は
１１月以降でもＯＫです。

宿泊ご予約の方お一人様
           1,000円引き
宴会ご予約の方お一人様
             500円引き

1,000以上お買い上げの方に
           粗品進呈

他券・他サービスとの併用はご遠慮ください。

うなぎや源内
お食事の方 デザートサービス

お1人様１枚のご利用と

させていただきます

M
A
P彦根市本町２-１-６／tel.0749‐27‐5025 /火曜日定休

営業時間 11：00～14：30／17：00～20：00（L.O.）

炭火焼き国産
うなぎ専門店 

●うなぎ丼 1,900円～ ●ひつまぶし2,800円～

琵琶湖を眺めながら、
手作りの和風料理で
秋の味覚を。
つるつるっとした喉越
しの良いうどんと
上品な味わいの甘味を
お愉しみください。

▶松茸うどん（炊き込み御飯）1,380円（税込）

●  つるつる弁当　1,580円（税込）
●  にしんそば　1,100円(税込)
●  胡麻プリン300円（税込）
●  わらび餅　400円（税込）

彦根市松原町1250-5
tel.0749-47-5588
営業時間11:00～21:00
送迎を承ります。
月曜日定休
※祝日の場合は営業。
　翌平日が定休日となります

お食事処

自然な甘さ
　　  天然の色
城下町で60年の歴史
を積み重ねてきた老舗
洋菓子店。
ケーキ、ロールケーキ、
焼き菓子など、彦根の
お土産にどうぞ。
大人気の
● オリンピア
　　　　１本1,620円（税込）
● 彦根城（焼き菓子）
                 1枚 130円（税込）

彦根市本町１丁目6-28
tel.0749-22-5953
営業時間9：00～18：30
不定休

飲食代
５%OFF他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

お食事処

同窓会・懇親会の予約は早めがお得♪
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